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◇人と地域が主体のまち�
◇人が集まり、豊かに�
　　すごせる魅力あるまち�
◇活躍する人が育つまち�
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ご
み
量
の
増
加
は
、
私
た
ち
の
消

費
ス
タ
イ
ル
と
密
接
に
関
係
し
て
い

ま
す
。
人
と
物
と
自
然
の
か
か
わ
り

を
考
え
、
環
境
問
題
に
関
心
を
持
ち

始
め
る
人
が
ひ
と
り
で
も
増
え
れ

ば
、
ご
み
の
減
量
に
結
び
つ
い
て
い

く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

日
ご
ろ
か
ら
ご
み
の
減
量
や
リ
サ

イ
ク
ル
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
市

民
、
団
体
等
が
実
行
委
員
会
を
組
織

し
、
今
年
も
「
ご
み
減
ら
し　

守
っ

て
い
こ
う　

未
来
の
地
球
」
を
ス
ロ

ー
ガ
ン
に
「
町
田
ご
み
フ
ェ
ス
タ
２

０
０
５
」
を
開
催
し
ま
す
。

○
会
場　

町
田
リ
サ
イ
ク
ル
文
化
セ
ン

タ
ー

※
駐
車
場
は
大
変
混
雑
し
ま
す
。
な
る

べ
く
バ
ス
を
ご
利
用
下
さ
い
。

※
ペ
ッ
ト
の
入
場
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
ご
み
減
量
の
た
め
、
模
擬
店
利
用
の

方
は
食
器
、
は
し
、
コ
ッ
プ
等
を
お
持

ち
下
さ
い
。
ま
た
、
飲
食
物
の
お
持
ち

帰
り
は
で
き
ま
せ
ん
。

○
交
通　

町
田
バ
ス
セ
ン
タ
ー　

番
乗

１１

り
場
か
ら
市
立
室
内
プ
ー
ル
経
由
野
津

田
車
庫
行
き
バ
ス
で
「
市
立
室
内
プ
ー

ル
」
下
車
。
臨
時
便
（
有
料
）
も
運
行

し
ま
す
。
ま
た
は
、
３
番
乗
り
場
か
ら

小
山
田
桜
台
行
き
バ
ス
で
「
桜
美
林
学

園
」
下
車
、
徒
歩
７
分
。

　

ご
み
や
環
境
問
題
を
、
楽
し
み
な
が

ら
考
え
て
い
た
だ
け
る
ア
イ
デ
ア
や
工

夫
い
っ
ぱ
い
の
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま

す
。

　

直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

○
日
時　
　

月　

日
（
日
）
午
前　

時

１１

２７

１０

〜
午
後
３
時

※
出
展
（
店
）
開
始
は　

時　

分
か
ら

１０

１５

に
な
り
ま
す
。

☆
ま
な
板
削
り
…
へ
こ
ん
で
使
い
に
く

く
な
っ
た
木
製
ま
な
板
を
お
持
ち
下
さ

い
／
受
付
は
午
前　

時
〜
午
後
３
時

１０

（
先
着　

人
ま
で
）

５０

☆
施
設
見
学
会
…
焼
却
工
場
、
ビ
ン
・

カ
ン
選
別
施
設
な
ど
の
見
学
会
／
午
前

　

時　

分
、
午
後
０
時　

分
、
１
時　

１０

３０

３０

３０

分
の
３
回
実
施
、
当
日
申
し
込
み
（
先

着
順
）
、
午
後
１
時　

分
に
は
煙
突
登

３０

り
も
あ
り
ま
す
。

☆
鶴
見
川
源
流
の
泉
ツ
ア
ー
…
午
前　
１１

時
、
午
後
０
時　

分
、
２
時
出
発
／
当

３０

日
申
し
込
み
（
先
着
順
）

☆
長
傘
の
修
繕
実
演
・
講
習
…
長
傘
を

お
持
ち
下
さ
い
。
修
理
方
法
（
骨
つ
ぎ

部
）
を
お
教
え
し
、
自
分
で
修
理
（
材

料
費
実
費
）
し
ま
す
。

☆
そ
の
他
…
紙
パ
ッ
ク
利
用
工
作
物
の

展
示
・
実
技
指
導
、
ワ
ケ
丸
お
リ
サ
の

ご
み
減
ら
し
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
フ
ラ
ワ

ー
セ
ラ
ピ
ー
、
着
物
リ
サ
イ
ク
ル
作
品

の
展
示
・
実
演
及
び
マ
イ
バ
ッ
グ
の
販

売
、
天
然
ガ
ス
キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー
の
展

示
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
バ
ザ
ー
、

Ｐ
Ｒ
コ
ー
ナ
ー
、
リ
フ
ォ
ー
ム
家
具
・

リ
サ
イ
ク
ル
関
連
商
品
（
生
ご
み
処
理

機
な
ど
）
・
古
紙
１
０
０
％
ト
イ
レ
ッ

ト
ペ
ー
パ
ー
・
詰
替
テ
ィ
ッ
シ
ュ
販

売
、
容
器
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
リ
サ
イ
ク

ル
展
示
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
、
軽
食
喫

茶
、
草
花
な
ど
の
販
売
、
模
擬
店
な
ど

ス
テ
ー
ジ
で
は

☆
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
（
桜
美
林
大

学
）

☆
よ
さ
こ
い
鳴
子
踊
り
（
ぞ
っ
こ
ん
町

田　

）
'９８

☆
お
囃
子
（
上
根
神
社
囃
子
連
）

☆
子
ど
も
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
（T

.S

－
K
id
s

）

☆
小
学
生
に
よ
る
ご
み
環
境
問
題
の
研

究
発
表

□問
 

ご
み
減
量
課
11
７
９
７
・
０
５
３
０

寺田市長と扇クラブの皆さん

管理協定を締結しました

　

市
は　

月　

日
に
、
道
路
の
市
民
管

１０

１９

理
事
業
（
ア
ダ
プ
ト
・
ア
・
ロ
ー
ド
事

業
）
の
一
つ
と
し
て
、
桜
美
林
中
学
高

等
学
校
と
道
路
用
地
に
関
す
る
管
理
協

定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
忠
生
７
３
５
号
線
に

隣
接
す
る
道
路
用
地
で
、
同
校
の
中
学

生
が
草
花
栽
培
を
行
い
、
快
適
な
道
路

環
境
づ
く
り
を
目
指
す
た
め
の
も
の
で

す
。

　

市
で
は
、
こ
の
活
動
に
対
し
て
、
中

学
生
が
安
心
し
て
気
持
ち
よ
く
活
動
で

き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
安
全
柵
を
設

置
し
た
り
、
活
動
内
容
の
表
示
な
ど
を

行
い
ま
す
。

　

調
印
式
後
の
懇
談
で
、
寺
田
市
長
が

「
日
頃
か
ら
桜
美
林
学
園
周
辺
道
路
脇

の
草
花
栽
培
に
は
関
心
が
あ
り
ま
し

た
」
と
語
る
と
、
同
校
の
本
田
栄
一
校

長
は
「
園
芸
活
動
は
、
生
徒
た
ち
の
自

発
的
な
活
動
に
よ
る
も
の
で
す
が
、
協

定
を
締
結
し
て
、
責
任
の
重
さ
を
感
じ

て
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
同
校
と
は
、
周
辺
道
路

環
境
の
改
善
を
協
力
し
て
進
め
て
い
く

こ
と
に
つ
い
て
、
継
続
し
て
協
議
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

□問
 

道
路
管
理
課
11
７
２
４
・
１
１
５
１

学
校
の
近
く
は
自
分
た
ち
で
き
れ
い
に
し
た
い

桜美林中学高等学校と桜美林中学高等学校と

道路用地に関する道路用地に関する

管 理 協 定 を 締 結管 理 協 定 を 締 結
　

ま
た
、
ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
な
ど
の
ご
み
箱
に
家
庭
ご
み

を
捨
て
る
こ
と
も
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ

う
。
自
分
が
出
し
た
ご
み
は
最
後
ま
で

責
任
を
持
っ
て
社
会
の
ル
ー
ル
を
守
っ

て
出
し
ま
し
ょ
う
。

出
す
場
所
は
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
通
り

す
が
り
に
他
の
家
の
玄
関
先
や
他
の
町

内
会
の
集
積
所
な
ど
に
ご
み
を
持
ち
込

む
の
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

　

燃
や
せ
る
ご
み
と
燃
や
せ
な
い
ご
み

を
出
す
と
き
は
、
必
ず
市
の
指
定
収
集

袋
で
出
し
て
下
さ
い
。
決
め
ら
れ
た
袋

以
外
で
出
さ
れ
た
場
合
は
収
集
で
き
ま

せ
ん
。

　

指
定
収
集
袋
は
市
内
・
市
外
近
隣
の

商
店
、
ス
ー
パ
ー
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
な
ど
約
４
５
０
店
舗
で
お
求
め

い
た
だ
け
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
世
帯
に
よ
っ
て
ご
み
を

ごみ出しは
ルールを守って
自分のごみに責任を！

□問 ごみ減量課11７９７・０５３０

　

ル
ー
ル
違
反
の
ご
み
は
収
集
で
き
ま

せ
ん
。
自
ら
の
排
出
者
責
任
に
よ
り
持

ち
帰
り
下
さ
い
。
分
別
が
悪
く
て
ス
テ

ッ
カ
ー
を
張
ら
れ
た
場
合
は
、
分
別
し

直
し
て
出
し
て
下
さ
い
。
自
分
の
出
し

た
ご
み
に
は
責
任
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

ご
み
出
し
は
ル
ー
ル
を
守
っ
て

ご
み
は
決
め
ら
れ
た
場
所
に

ル
ー
ル
違
反
ご
み
は

出
し
直
し
て
下
さ
い

点
を
記
入
し
、
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が

な
）
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
明
記
し

て
、　

月　

日
ま
で
（
必
着
）
に
選
挙

１１

３０

管
理
委
員
会
事
務
局
（
〒　

－

０
０
２

１９４

２
、
森
野
１－

　

－

　

）
へ
。

３３

１０

※
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

※
入
賞
作
品
の
著
作
権
は
主
催
者
側
に

帰
属
し
ま
す
。

※
募
集
に
つ
い
て
は
町
田
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
も
ご
覧
下
さ
い
。

□問
 

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
11
７
２
４

・
２
１
６
８

　

来
年
２
月　

日
に
執
行
さ
れ
る
市
議

２６

会
議
員
・
市
長
選
挙
に
お
い
て
、
市
民

の
積
極
的
な
投
票
参
加
と
、
明
る
い
選

挙
の
推
進
を
訴
え
る
た
め
に
使
用
す
る

標
語
を
募
集
し
ま
す
。

○
対
象　

市
内
在
住
・
在
学
の
方

○
内
容　

①
市
議
会
議
員
・
市
長
選
挙

に
使
用
で
き
る
標
語
②
記
号
等
を
含
め

て　

字
以
内
③
若
者
に
ア
ピ
ー
ル
で
き

２０
る
斬
新
な
も
の
④
自
作
で
未
発
表
の
も

の○
申
し
込
み　

ハ
ガ
キ
１
枚
に
作
品
１

市
議
会
議
員
・
市
長
選
挙

　
　
　
　
　
　

標
語
募
集

ふふ
るる
っっ
てて

ごご
応応
募募
下下
ささ
いい

く
も
予
選
ブ
ロ
ッ
ク
３
位
と
な
り
、
決

勝
に
は
残
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
み
ん

な
元
気
い
っ
ぱ
い
の
プ
レ
ー
で
し
た
。

町
田
市
の
選
手
の
平
均
年
齢
は　

歳
。

５９

　
　

歳
以
上
の
選
手
が
出
場
す
る
家
庭

５０
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
の
東
京
都
大

会
で
、
町
田
市
の
「
扇
ク
ラ
ブ
」
が　
４５

チ
ー
ム
中
２
位
に
入
り
、
東
京
代
表
に

な
り
ま
し
た
。
市
役
所
で
寺
田
市
長
の

激
励
を
受
け
た
メ
ン
バ
ー
は　

月　

日

１０

２８

か
ら
鹿
児
島
県
で
開
催
さ
れ
た
第　

回
１７

全
国
家
庭
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
い
そ
じ

大
会
へ
出
場
し
ま
し
た
。
結
果
は
惜
し

全国全国
大会へ大会へ

家家庭庭婦婦人人
ババレレーーボボーールル

　
　

月
６
日
付
で
、
教
育
委
員
長
に 
富  
川  
快  
雄 
氏
（
昭
和　

年
生
ま

と
み 

か
わ 

よ
し 

お

１１

１０

れ
、　

歳
）
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
で
５
期
目
と
な
り
ま
す
。

７０

任
期
は
１
年
で
す
。

教
育
委
員
長
に
富
川
快
雄
氏
が
就
任

集集積積所所はは個個人人のの

ごごみみ置置きき場場でではは

あありりまませせんん

自自分分ののごごみみにに責責任任をを！！

小学生による研究発表

☆
お
も
ち
ゃ
病
院
…
受
付
は
午
前　

時
１０

〜
午
後
１
時
（
先
着　

人
ま
で
）
、
修

５０

理
は
無
料
、
部
品
代
は
実
費
、
重
症
の

場
合
は
お
預
か
り
に
な
り
ま
す
。
ゲ
ー

ム
関
係
は
本
体
、
キ
ー
ボ
ー
ド
、
専
用

電
源
、
ゲ
ー
ム
ソ
フ
ト
等
を
必
ず
お
持

ち
下
さ
い
。

主

な

イ

ベ

ン

ト
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〈図２〉給与の種類とその内容

給
　
　
与�

給料表に定める額�給　　　料�

配偶者１６,３００円、その他の親族９,５００円�扶 養 手 当 �

大都市など生計費や民間給与が高い地域の事情を配慮した制�
度に基づくもので給料、扶養手当、管理職手当の合計額の１１％�

調 整 手 当 �

１９,７００円を限度に支給�住 居 手 当 �

交通機関利用者（電車、バス等）→運賃相当額�
通 勤 手 当 �

管理職手当など�そ　の　他�

危険、不快、不健康など特殊な業務に従事した場合に支給�特殊勤務手当�

時間外勤務手当など�そ　の　他�

賞与に相当する手当�期末・勤勉手当�

退職のとき支給される一時金�退 職 手 当 �

毎月きまって�
支給されるもの�

勤務した実績に�
応じて支給され�
るもの�

臨時に支給され�
るもの�

交通用具使用者（車、自転車等）→通勤距離に応じて支給�

（注）市長、助役、収入役については条例の定めにより退職手当及び扶養手当が支給されます。
※東京都及び国の給与等については東京都から通知のあった数値を使っています ｡

〈表１０〉特別職の報酬等の状況

期　末　手　当報酬等の月額
（２００５年４月１日現在）区　　　　分

１．９０月分
２．０５月分
０．４５月分
４．４０月分

（２００４年度支給率）
２００４年６月期
２００４年１２月期
２００５年３月期

計　　　

（給料）
１，０６０，０００円
　９００，０００円
　８１０，０００円

市　　　　　長
助　　　　　役
収　　入　　役

２．２０月分
２．５０月分
０．５０月分
５．２０月分 

（２００４年度支給率）
２００４年６月期
２００４年１２月期
２００５年３月期

計　　　

（報酬）
　６４０，０００円
　５８０，０００円
　５５０，０００円

議　　　　　長
副　　議　　長
議　　　　　員

（注）①　職員数は「地方公共団体定員管理調査」によります。 
　　②　［　　　　］内は、職員定数条例の定数の合計です。

町田市第三次定員管理計画の目標及び進捗状況等

〈表１１〉部門別職員数の状況と主な増減理由　　　　　　　　（各年４月１日現在）

主　な　増　減　理　由対前年
増減数

職　員　数
２００５年２００４年

０１５１５議会

一
般
行
政
部
門

国勢調査実施等２３９０３８８総務
滞納整理体制の強化等１１４０１３９税務
子どもセンターの新設等２３９１３８９民生
再任用職員の活用△ ３３３０３３３衛生

０２２労働
北部丘陵整備体制の強化２１９１７農林水産

０１２１２商工
組織見直し効果等△ ８２７４２８２土木

△ ４１，５７３１，５７７小計

学校用務員のグループ化による効果等△２３５６３５８６教育特別 
行政 
部門 △２３５６３５８６小計

増改築への対応等１４４６４４５０病院
公営
企業等
会計
部門

下水処理施設増設工事等３１０２９９下水道
水道業務の統廃合縮小△１１１７２１８３その他

６７３８７３２小計

△２１
［０］

２，８７４
［３，０１６］

２，８９５
［３，０１６］合　　計

①　定員適正化目標     
　１．計画期間（２００４年～２００８年）の５年間で常勤一般職員の総数を２５０人削減します。
　２．計画期間の５年間で、職員の総数（常時勤務職員数及び再任用短時間勤務職員の勤務時間に

よって常時勤務職員に換算した数の合計）を５％、１２４人削減します。　 
　３．市の職員の適正な定員基準を考えるにあたっては、総務省の定員モデルとの比較、類似団体

との比較、さらには、町田市の人口動態と職員数等からの設定などいろいろな方法がありま
す。中でも、人口は事業量の基本的な指標であるため、市では人口動向と職員数が連動する
計画として、職員一人当たり人口に着目した計画目標を設定し、職員一人当たりの住民人口
を目標値１７８人とします。     

②　主な定員管理適正化手法     
　　組織・機構の見直し、事務事業の見直し、外部委託の推進、ＩＴ（情報関連技術）の活用、サ
ンセット方式の導入。

（注）①　この表では、再任用短時間勤務職員を（再任用短時間勤務職員１人＝常時勤務職員０．８人
相当として）含み、町田市民病院は計画から除かれているため含みません。このため、
表１１の職員数とは異なります。

　　　②　（　　％）内の数値は、数値目標に対する進捗率を示します。

〈表１２〉定員管理計画の年次別進捗状況（実績）の概要　　　　（各年４月１日現在）
（参考） 
数値目標

２００４～２００５年 
計

２００５年
２年目

２００４年
１年目

２００３年 
計画前年区　分

△　４８△　３７△　 ２△　３５差　引市 長 部 局
（町田市民病
院を除く）　 １，７９５（７７％）１，８０６１，８０８１，８４３職員数

００００差　引
議会事務局

１５（１００％）１５１５１５職員数

△　７６△　３６△　１６△　２０差　引教育委員会
事務局及び
教 育 機 関 ５２０（４７％）５６０５７６５９６職員数

００００差　引選 挙 管 理
委員会事務局 ８（１００％）８８８職員数

００００差　引農業委員会
事 務 局 ５（１００％）５５５職員数

００００差　引
監査事務局

８（１００％）８８８職員数

△　１２４△　７３△　１８△　５５差　引
合　 計

２，３５１（５９％）２，４０２２，４２０２，４７５職員数

町田市職員の給与・定数管理の�
　　状況についてお知らせします�

お問い合わせは、職員課（1７２２・３１１１内線２２８１）へ。�

〈表９〉退職手当の状況　　　　　　　　　　　　　　　　
国東　　　京　　　都町　　　田　　　市区　　　分
勧奨・定年自己都合勧奨・定年自己都合勧奨・定年自己都合
２７．３０月分２１．００月分３５．００月分２４．２５月分３５．００月分２６．００月分勤　続　２０　年
４２．１２月分３３．７５月分４５．５０月分３２．５０月分４７．００月分３５．５０月分勤　続　２５　年
５９．２８月分４７．５０月分５９．２０月分４９．７５月分５９．２０月分４９．７５月分勤　続　３５　年
５９．２８月分５９．２８月分５９．２０月分５０．００月分５９．２０月分５０．００月分最　高　限　度

定年前早期退職特例措置
（２％～２０％加算）

定年前早期退職特例措置
（２％～２０％加算）

定年前早期退職特例措置
（２％～２０％加算）加　算　措　置

１号俸（整理退職等）１号給（公務上の死亡、
整理退職等）１号給（整理退職等）退職時特別昇給

（注）町田市の退職手当の支給率については、経過措置期間が終了する２００６年度以降のものです。

高高齢齢者者とと二二輪輪車車のの
交交通通死死亡亡事事故故がが多多発発ししてていいまますす

　今年、町田市内で５件の交通死亡事故が発生しています。
その内４件が町田街道の交差点内、１件が市道での事故で
す。その内訳をみますと、歩行中の高齢者の方が２人、二輪
車の方が２人、四輪車の方が１人となっています。
　このような交通事故をなくすため、町田市・町田警察署・
町田交通安全協会などの関係機関・団体は交通事故抑止対策
を実施中です。
　悲惨な交通事故を１件でも減少させるため、市民の皆さん
には次のことに取り組んでいただくようお願いします。
①高齢者の交通事故防止
・遠回りでも横断歩道を
渡り、左右の確認をし
ましょう。

・外出するときは、明る
い色の服や反射材を身
に付けましょう。

②二輪車の交通事故防止
・交差点では右折車に注意を
しましょう。

・カーブ手前では必ず減速し
ましょう。

・車線を守って安全な速度で
走りましょう。

・車間距離を充分にとり、前
方の安全を確かめて走りま
しょう。

□問 町田警察署交通課11７２２・０１１０、町田市交通安全課11７２４・１１３６

件　　数項　　目

０件勤務条件に関する措置
の要求

０件不利益処分についての
不服申立て

苦情処理

８　公平委員会の業務の状況

７　職員の福祉及び利益の保護
の状況

（１）職員の保健に関する事項
①主な健康診断の実施状況

人　　数種　　類

２，８４３人定期健康診断

　３８３人胃検診

１，６３１人大腸検診

②健康相談の実施状況

延人数相談者

　４３５人医　　師

　１５１人カウンセラー

２，２９７人栄養士・保健師

件　　数種　　類

３４公務災害

８通勤災害

（２）公務災害及び通勤災害の認定件数

区　分
部　門

４　職員の分限及び懲戒処分の状況

件　　数種　　類
０件免　　職
１件停　　職
２件減　　給
０件戒　　告

（２）懲戒処分
病気休職
９４件

（１）分限処分

件　　数種　　類
２２件営利企業等の従事許可

５　職員の服務の状況

６　職員の研修及び勤務成績の評定の状況
（１）職員の研修の状況
　常に時代のニーズを正確にとらえる視点を持ち、
高い専門的知識と人間性豊かな判断力・行動力をも
って課題に取り組み、市民の納得・共感・信頼を得
る行政のプロフェッショナルを育成するため、職員
に対する研修を計画的に実施しています。

備　　考修了者数研修の種類
職層研修・実務・専門研修等１，８１０人独自研修
東京都市町村研修所・東京都
職員研修所・大学院等へ派遣　７４６人派遣研修

人　　数種　類
 ９６人条件付採用
２９４人昇　　任
８１８人特別昇給

（２）勤務評定の実施状況



２００５．　．　 （　）１１ １１ ３

〈図１〉職員の構成　職員数２，８６７人　　　　　　　　　（２００５年４月１日現在）

（注）
①一般行政職とは他の職種に属さない
すべての職員（事務・技術等）

②税務職とは税務部の職員及び市民部
国保年金課の保険税担当職員

③福祉職とは保育園等の保育士及び学
童保育に勤務する児童厚生員

④医療職とは市民病院等に勤務する医
師、看護師、薬剤師等

⑤技能労務職とは自動車運転手、用務
員、作業員、給食調理員等

⑥教育公務員とは学校教育部指導課に
勤務する指導主事

⑦職員数は「地方公務員給与実態調
査」による

教育公務員�
２人　０．１％�

一般行政職一般行政職��
１４９９人　人　５２．３％��
一般行政職�
１４９９人　５２．３％�

税務職�
１６７人�
５．８％�

福祉職�
１５３人�
５．３％�

医療職�
５０８人�
１７．７％�

技能労務職�
５３８人�
１８．８％�

〈表５〉平均給料月額などの状況　　　　　　　　　　　　（２００５年４月１日現在）
技　能　労　務　職一　般　行　政　職

区　　　　分
平均年齢平均給料月額平均年齢平均給料月額

４７．２歳３８２，７５９円４３．６歳３７０，３８８円町　田　市

４６．１０歳３３４，４４３円４３．４歳３６１，４７２円東　京　都

〈表３〉職員給与費の状況　　　　　　　　　　　　　　（２００４年度普通会計決算）
給　　　　　与　　　　　費

計その他の手当期末・勤勉手当給　　　料

１６３億１，１１４万円２８億１，７９６万円４１億２，３３７万円９３億６，９８１万円

（注）①給与費は、人件費から議員報酬、社会保険料の事業主負担分である共済費、退職手当など
を除いたものです。②「その他の手当」のうち主なものは、扶養手当３億５，２６２万円、調整手
当９億８，５９３万円、時間外勤務手当７億３，８１９万円などです。

〈表１〉一般行政職の級別職員数の状況　　　　　　　　　（２００５年４月１日現在）

計
１級２級３級４級５級６級７級８級９級区　　　分

係員主任係長・主査課長補佐主幹課長・副参事部長標準的な職務

１４９９人
（２３）１人２６人４４４人３４３人

（２３）４９２人２５人４０人９１人３７人職　員　数

１００．０%
（１００．０）０．１％１．７％２９．６％２２．９％

（１００．０）３２．８％１．７％２．７％６．１％２．５％構　成　比

１００．０%
（１００．０）３４．８％１８．５％

（１００．０）３５．５％２．９％５．７％２．６％１年前の
構成比参　

　

考 １００．０%３６．３％１９．９％３３．０％２．５％６．２％２．１％５年前の
構成比

（注）①町田市職員の初任給・昇格及び昇給等の基準に関する規則に基づく給料表の級区分による
職員数です。②標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。③（　）
内は、再任用短時間勤務職員であり、外書きです。④２００４年１０月に給料表の切替を行い、職
務に応ずる給料級が６級から９級に変わったため、１年前の構成比及び５年前の構成比に関
しては標準的な職務に対応した欄に各々の数値を掲載しています。

（注）経験年数：学校卒業後ただちに市職員に採用された者は ､その在職年数をいい ､その他の職
員については、それぞれ前歴等の年数を一定の基準により在職年数として換算し、あわせて
市職員に採用後の在職年数を加算したものです ｡

〈表６〉経験年数別・学歴別平均給料月額の状況　　　　　（２００５年４月１日現在）
経験年数２０年経験年数１５年経験年数１０年区　　　　分

３８３，５３３円３４１，４３７円２７９，２１４円大　学　卒
一 般 行 政 職

３３７，６００円２７９，９１７円２３８，２００円高　校　卒

３２６，４８８円２８４，６００円２３８，６００円全　学　歴技 能 労 務 職

〈表７〉昇給期間短縮の状況

教　育
公務員

技　能
労務職医療職福祉職税務職一　般

行政職合計区　　　　分

２人５３８人５０８人１５３人１６７人１，４９９人２，８６７人職員数　　　　　　（Ａ）

２００４年度 ０人１１８人１００人２７人１４人２５８人５１７人
普通昇給期間（１２月～２４
月）を短縮して昇給した
職員数（Ｂ）

０．０%２１．９％１９．７％１７．６％８．４％１７．２％１８．０％比率　　　　　（Ｂ／Ａ）

２人５６７人４９０人１５２人１６６人１，５１１人２，８８８人職員数　　　　　　（Ａ）

２００３年度 ０人８９人８６人２５人２２人２２０人４４２人
普通昇給期間（１２月～２４
月）を短縮して昇給した
職員数（Ｂ）

０．０%１５．７％１７．６％１６．４％１３．３％１４．６％１５．３％比率　　　　　（Ｂ／Ａ）

〈表２〉人件費の状況　　　　　　　　　　　　　　　　（２００４年度普通会計決算）
（参考）２００３年度
の人件費率

人件費率
（Ｂ／Ａ）人件費（Ｂ）実質収支歳出総額（Ａ）住民基本台帳

人　　　　口

２１．２%２１．３%２３０億８，８２９万円１９億６，６４４万円１，０８２億０，０９７万円（２００５年　　　３月３１日現在）
４０１，８５５人

（注）①人件費とは、一般職員に支給される給与と市長や議員など特別職の給料・報酬・手当などの
経費の合計です。②普通会計とは、自治体間の比較を容易にするため等に用いられる統計上の
会計であり、全ての会計から公営事業会計（病院、水道等の特別会計）を除いたものです。

（注）①東京都及び国については ､一般職員の例です ｡②（　）内は、再任用職員に係る支給割合
です ｡

〈表８〉期末・勤勉手当の状況
国東　　　京　　　都町　　　田　　　市区　　　分

勤勉手当期末手当勤勉手当期末手当勤勉手当期末手当
２００４年度支給率

０．７０月分
（０．３５月分）

１．４０月分
（０．７５月分）

０．４５月分
（０．２５月分）

１．６０月分
（０．７５月分）

０．６０月分
（０．３０月分）

１．３０月分
（０．６５月分）

２００４年６月期　

０．７０月分
（０．３５月分）

１．６０月分
（０．８５月分）

０．４５月分
（０．２５月分）

１．６５月分
（０．９５月分）

０．５０月分
（０．３０月分）

１．５５月分
（０．８０月分）

２００４年１２月期　

　　　―　月分０．２５月分
（０．１０月分）

　―　月分０．４５月分
（０．２５月分）

２００５年３月期　

１．４０月分
（０．７０月分）

３．００月分
（１．６０月分）

０．９０月分
（０．５０月分）

３．５０月分
（１．８０月分）

１．１０月分
（０．６０月分）

３．３０月分
（１．７０月分）

計

０．７０月分
（０．３５月分）

１．４０月分
（０．７５月分）

０．４５月分
（０．２５月分）

１．６０月分
（０．７５月分）

０．６０月分
（０．３０月分）

１．３０月分
（０．６５月分）

２００５年６月期　

有有有職務段階による加算

市職員の給与等の状況�市職員の給与等の状況�

〈表４〉初任給の状況　　　　　　　　　　　　　　　　　（２００５年４月１日現在）
国東　　　京　　　都町　　　田　　　市

区　分 ２年経過後の
給 料 月 額初　任　給２年経過後の

給 料 月 額初　任　給２年経過後の
給 料 月 額初　任　給

１９８，６００円
１８４，４００円

Ⅰ種１７９，８００円
Ⅱ種１７０，７００円２０３，６００円１７９，８００円２０３，６００円１７９，８００円大学卒

１４８，５００円１３８，８００円１５３，３００円１４４，０００円１５３，３００円１４４，０００円高校卒

2004年度人事行政の
運営等の状況の公表

　町田市人事行政の運営等の状況の公表に関する
条例に基づき、２００４年度の人事行政の運営等の状
況について公表します。

□問 職員課11７２２・３１１１（内線２２８１）

付与日数・期間等種　　　　類
必要な時間公民権の行使
必要日数骨髄移植休暇
１の年に５日までボランティア休暇
継続５日結婚休暇
連続する２日の範囲内生理休暇
妊娠２４週までは４週に１回、妊娠２４週を超えて３６週までは２
週に１回、妊娠３６週を超えて出産までは１週に１回妊婦通院休暇

４日の範囲内妊娠障害休暇
産前産後を通じ１６週間（多胎妊娠の場合は２４週間）の範囲内産前産後の休暇
出産前後３週間以内２日出産介護休暇
法定伝染病１疾病につき３日子看休暇
勤続１０年、２０年は３日、３０年は４日リフレッシュ休暇
年１回、２日以内人間ドック休暇
５日夏期休暇

（２）特別休暇制度の概要

育児休業介護欠勤病気欠勤区　　　　　　　　　分
８７名１名１９２名２００４年度中に新規取得又は２００３年度より継続中の職員数

（３）病気欠勤・介護欠勤・育児休業等の状況

３　職員の勤務時間その他の勤務条件の状況

休憩時間・休息時間
勤　務　時　間

終業時刻始業時刻勤務時間
１２時１５分から４５分間の休憩時間及び概ね４
時間の勤務時間ごとに１５分間の休息時間午後５時１５分午前８時３０分週４０時間

（１）勤務時間・休憩時間・休息時間の状況
１　職員の任免及び職員数に関する状況

①職種別採用者数
３８人一般事務
５人技能労務職
４人保育士
２人児童厚生員
０人栄養士
１４人医　師
５人医療技術職
０人保健師
２人助産師
２２人看護師

②職種別退職者数
４５人一般事務
４人一般技術
３６人技能労務職
４人保育士
１人児童厚生員
０人栄養士
１６人医　師
８人医療技術職
１人保健師
０人助産師
２１人看護師

③事由別退職者数
６９人定年退職
１６人勧奨退職
５１人普通退職

（１）任免の状況

２００４年度２００５年度
２，８８８人２，８６７人常勤職員
　 ５１人　 ８４人再任用職員

（２）職員数に関する状況
（各年度４月１日現在）

２　職員の給与の状況

一人当たりの給与費
（Ｂ）／（Ａ）計（Ｂ）期末・勤勉手当職員手当給　料職員数

（Ａ）区　分

７６０万円１３９億１，４９６万円３５億  ９１４万円２５億  ８２９万円７８億９，７５３万円１，８３１人一般事務・
一般技術職

６５２万円 ２８億６，４０７万円 ６億６，５５９万円 ６億２，７４０万円１５億７，１０８万円　４３９人医　療　職
（医師を除く）

７８７万円 ４４億６，２６５万円１１億５，３９７万円 ６億８，９３７万円２６億１，９３１万円　５６７人技能労務職

（１）職員給与費の状況（２００４年度決算額）　　　　（職員数は、２００４年４月１日現在）



２００５．　．　（　） １１ １１４

健
康
課
11
７
２
５
・
５
１
７
８

　

『
骨
粗
し
ょ
う
症
』
に
つ
い
て
一
緒

に
勉
強
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
健
康
づ
く

り
に
役
立
て
ま
し
ょ
う
。

○
日
時　
　

月　

日
（
月
）
午
前　

時

１１

２１

１０

〜
午
後
４
時
（
午
前
９
時　

分
か
ら
受

４５

付
）

○
会
場　

健
康
福
祉
会
館

○
内
容
・
講
師　

「
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
」
＝
保
健
師
、
「
運
動
の
話
と
実

技
」
＝
健
康
運
動
指
導
員
、
「
骨
粗
し

ょ
う
症
の
病
態
と
治
療
」
＝
整
形
外
科

医
、
「
予
防
食
に
つ
い
て
」
＝
栄
養
士

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

４５

○
申
し
込
み　

電
話
で
健
康
課
へ
。

骨
に
優
し
い
生
活
を

こ
つ
こ
つ
教
室

健康づくり講習会日程表
内　容日　時

・医師の講話「肥満と生活習慣病」
・栄養士の話「ダイエット作戦」

１２月７日（水）
午後１時１０分～４時

・調理実習１２月１２日（月）
午前９時３０分～午後０時２０分

・個別相談「私の改善点と目標」１２月１４日（水）
午前または午後（予約制）

・運動の話と実技
・グループワーク

１２月２１日（水）
午後１時３０分～４時２０分

・休養について
・１か月を振り返って、何食べる？

２００６年１月２５日（水）
午後１時３０分～４時

・運動の話と実技（サン町田旭体育館）
・グループワーク

２月２３日（木）
午後１時～４時

市
民
健
康
相
談

【
糖
尿
病
・
高
血
圧
・
高
脂
血
症
の
何

で
も
相
談
】

　

町
田
市
医
師
会
の
協
力
に
よ
り
、
内

科
医
師
・
眼
科
医
師
・
保
健
師
・
栄
養

市
民
健
康
講
座

【
①
胃 
癌 
の
は
な
し
】
【
②
ノ
ー
ベ
ル

が
ん

賞
で
話
題
の
Ｈ
・
ピ
ロ
リ
菌
と
胃
の
病

気
】

健
康
課
11
７
２
５
・
５
４
７
１

　

町
田
市
医
師
会
主
催
の
講
演
会
で

す
。

○
日
時　
　

月
３
日
（
土
）
午
後
１
時

１２

　

分
か
ら

３０○
会
場　

健
康
福
祉
会
館
４
階
講
習
室

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
講
師　

①
も
と
は
し
ク
リ
ニ
ッ
ク
・

本
橋
久
彦
氏
②
南
町
田
病
院
・
猪
口
正

孝
氏

○
定
員　

２
５
０
人
（
申
し
込
み
順
）

○
申
し
込
み　

電
話
で
健
康
課
へ
。

健
康
づ
く
り
講
習
会

【
ダ
イ
エ
ッ
ト
ヘ
ル
シ
ー
６
日
間
コ
ー

ス
】

健
康
課
11
７
２
５
・
５
１
７
８

　

肥
満
は
糖
尿
病
等
の
生
活
習
慣
病
を

引
き
起
こ
す
危
険
因
子
で
す
。
統
計

上
、
体
格
指
数
Ｂ
Ｍ
Ｉ
（
体
重　

÷
身

kg

長
ｍ
÷
身
長
ｍ
）
が　

の
時
、
最
も
病

２２

気
に
か
か
り
に
く
い
と
出
て
い
ま
す
。

あ
な
た
の
Ｂ
Ｍ
Ｉ
は
い
く
つ
で
す
か
。

Ｂ
Ｍ
Ｉ
が　

・
２
以
上
の
方
を
対
象
に

２４

ダ
イ
エ
ッ
ト
ヘ
ル
シ
ー
コ
ー
ス
を
右
下

表
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

○
対
象　

血
液
検
査
結
果
が
わ
か
る
健

康
診
査
結
果
票
を
お
持
ち
の
方
で
全
日

参
加
で
き
る
方

○
会
場　

健
康
福
祉
会
館
（
２
月　

日
２３

の
み
サ
ン
町
田
旭
体
育
館
）

○
定
員　
　

人
（
抽
選
）

２４

○
申
し
込
み　
　

月　

日
ま
で
に
電
話

１１

２８

で
健
康
課
へ
。

※
保
育
を
希
望
す
る
方
は
申
し
込
み
時

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

障
が
い
児
介
助
員

　

市
立
小
・
中
学
校
の
障
が
い
児
の
教

　
　

月　

日
（
月
）
は
、
機
器
メ

１１

２１

ン
テ
ナ
ン
ス
の
た
め
施
設
案
内
予

約
シ
ス
テ
ム
の
利
用
が
で
き
ま
せ

ん
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
電
話
サ

ー
ビ
ス
の
ほ
か
、
各
施
設
の
利
用

者
端
末
や
窓
口
で
の
利
用
申
込
・

空
き
状
況
確
認
も
で
き
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
下
さ
い
。

□問
 

市
民
活
動
振
興
課
11
７
２
３
・

２
８
９
２

施
設
案
内
予
約
シ
ス
テ
ム
「
集
会

・
学
習
施
設
ネ
ッ
ト
ま
ち
だ
」

臨
時
休
止
の
お
知
ら
せ

（
仮
称
）
第
二 
剪  
定 
枝
資
源
化
セ
ン
タ

せ
ん 
て
い

ー
生
活
環
境
影
響
調
査
書

ご

覧

下

さ

い

　

（
仮
称
）
第
二 
剪  
定 
枝
資
源
化
セ
ン

せ
ん 
て
い

タ
ー
生
活
環
境
影
響
調
査
結
果
を
ご
覧

（
縦
覧
）
い
た
だ
け
ま
す
。

○
建
設
地　

小
野
路
町
３
３
３
２
番
１

外○
期
間　
　

月　

日
〜　

月　

日

１１

１２

１２

１１

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
。

○
時
間　

午
前
９
時　

分
〜
午
後
４
時

３０

　

分
３０○

意
見
書
提
出
期
限　
　

月　

日

１２

２６

○
縦
覧
・
意
見
書
提
出
場
所　

町
田
リ

サ
イ
ク
ル
文
化
セ
ン
タ
ー
２
階
（
下

小
山
田
町
）

□問
 

清
掃
総
務
課
11
７
９
７
・
７
１
１
２

”女
性
に
対
す
る
暴
力
ゼ
ロ

女
性
に
対
す
る
暴
力
ゼ
ロ
“を
め
ざ
し
て

を
め
ざ
し
て�

”女
性
に
対
す
る
暴
力
ゼ
ロ

女
性
に
対
す
る
暴
力
ゼ
ロ
“を
め
ざ
し
て

を
め
ざ
し
て�

”女
性
に
対
す
る
暴
力
ゼ
ロ

女
性
に
対
す
る
暴
力
ゼ
ロ
“を
め
ざ
し
て

を
め
ざ
し
て�

”女
性
に
対
す
る
暴
力
ゼ
ロ
“を
め
ざ
し
て�

　
１１
月
１２
日
〜
日
〜
２５
日
は
女
性
に
対
す
る

日
は
女
性
に
対
す
る�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
暴
力
を
な
く
す
運
動
期
間
で
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
暴
力
を
な
く
す
運
動
期
間
で
す�

　
１１
月
１２
日
〜
２５
日
は
女
性
に
対
す
る�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
暴
力
を
な
く
す
運
動
期
間
で
す�

！�！�

　

内
閣
府
で
は
、
「
女
性
に
対
す
る
暴

力
を
な
く
す
運
動
」
期
間
を
設
け
、
女

性
に
対
す
る
暴
力
の
根
絶
を
呼
び
か
け

て
い
ま
す
。

　

配
偶
者
等
か
ら
の
暴
力
、
性
犯
罪
、

売
買
春
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど
の
女
性

に
対
す
る
暴
力
は
、
女
性
の
人
権
を
著

し
く
侵
害
す
る
も
の
で
あ
り
、
決
し
て

許
さ
れ
な
い
も
の
で
す
。

　

男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー
で
は
、
女

性
悩
み
ご
と
相
談
（
専
用
電
話
11
７
２

１
・
４
８
４
２
）
を
実
施
し
、
女
性
に

対
す
る
暴
力
等
の
問
題
に
つ
い
て
相
談

を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

□問
 

男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー
11
７
２
３

・
２
９
０
８

育
活
動
充
実
の
た
め
、
介
助
を
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

○
資
格　

障
が
い
児
教
育
に
理
解
の
あ

る　

歳
く
ら
い
ま
で
の
方
（
教
員
免
許

４０
の
有
無
は
不
問
）

○
勤
務
期
間　

２
０
０
６
年
４
月
１
日

〜
２
０
０
７
年
３
月　

日
（
休
業
中
は

３１

除
く
）

○
勤
務
時
間　

午
前
８
時　

分
〜
午
後

３０

４
時
（
週　

時
間
以
内
）

３０

○
申
し
込
み　

履
歴
書
を
２
０
０
６
年

１
月　

日
午
後
４
時
ま
で
（
必
着
）
に

１０

直
接
ま
た
は
郵
送
で
指
導
課
（
〒　

－１９４

０
０
２
２
、
森
野
１－

　

－

　

、
11
７

３３

１０

２
４
・
２
１
８
０
）
へ
。
書
類
審
査

の
う
え
、
２
０
０
６
年
２
月
上
旬
に
面

接
を
行
い
ま
す
（
履
歴
書
は
返
却
し

ま
せ
ん
）
。

コンピュータで処理されている項目コンピュータで処理されている項目
　市では、市民サービスの向上と庁内事務の効率化を図るため、順次、コンピュータシステムの開発
・導入を進めています。
　コンピュータで処理されている項目の公表は、市の個人情報保護制度の趣旨を踏まえ、どのような
情報がコンピュータ処理されているかをお知らせするため、「町田市コンピュータシステムの管理運
営に関する規程」第３５条に基づき行っているものです。
　ここでは、２００４年度に稼働した業務システムについてお知らせします。

□問 情報システム課11７２４・４４３２

公表します

ホームページ管理システム（ＣＭＳ）システム名

広報広聴課　11７２４・２１０１業務主管課
町田市ホームページ全体に関することの管理運営主な業務内容
氏名、住所、性別、生年月日、電話番号、国籍、世
帯主との続柄、親族関係、家庭環境等、電子メール
アドレス、職業、職歴、地位、学歴、各種団体等加
入、賞罰、学籍、利用施設名、主義・主張、趣味・
嗜好、感想・意見、要望、各種資格
容姿（写真）

項　目

固定資産税・都市計画税賦課システムシステム名

資産税課　11７２４・２１１９業務主管課
固定資産税・都市計画税の賦課に関すること。主な業務内容

納税義務者情報／氏名、性別、生年月日、住所、住
民区分、納税管理人、相続人代表者、法人名称、法
人形態、法人所在地、郵便番号、通知書番号
課税物件情報／土地／所在地、地目、地積、所有
者、共有持分、住宅戸数、減免、非課税、特例軽
減、市街化区分、生産緑地、農業用施設、区画整理
みなす、保留地、住非区分、登記年月日、登記原因
理由、評価方法、用途区分、路線価格、標準地価
格、標準地所在地、農地転用
家屋／所在地、棟番号、面積、用途、構造、階層、
所有者、共有持分、減免、非課税、特例軽減、市街
化区分、家屋番号、世帯数、軽減戸数、軽減床面積、
登記年月日、登記原因理由、建築年月日
償却資産／所在地、資産の種類、名称、数量、所有
者、取得年月、取得価格、耐用年数、減免、非課税
税額情報／固定資産税（土地、家屋、償却）、都市
計画税（土地、家屋）の評価額、課税標準額、負担
水準（土地）、税率、年度、納期限、税額、軽減税
額、減免税額

項　目

期日前・不在者投票管理システムシステム名

選挙管理委員会事務局　 11７２４・２１６８業務主管課
期日前・不在者投票事務処理に関すること主な業務内容

選挙名、執行日、公（告）示日／選挙管

理委員会委員長氏名、事務局長氏名／選

挙人の住所、郵便番号、氏名、生年月

日、年齢、性別／選挙区、簿冊、頁、行

番号／異動情報（年月日、転出先住所、

郵便番号、死亡、国籍喪失、職権消除、

転出後４か月経過抹消、二重登録、誤

載）／期日前投票の有無、投票日時、場

所／不在者投票交付・受理の有無、交付

・受理日時、場所／投票方法、事由、請

求区分、交付区分／不在者投票用紙等送

付先住所、郵便番号／期日前投票所名、

所在地／不在者投票ができる指定施設

名、所在地、電話番号／公職選挙法第１１

条該当者／郵便等投票証明書所持者／選

挙人名簿登録証明書所持者

項　目

士
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

ご
家
族
の
健
康
に
つ
い
て
も
、
お
気

軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

○
日
時　
　

月
１
日
（
木
）
午
後
１
時

１２

　

分
〜
３
時

３０○
会
場　

健
康
福
祉
会
館
４
階

○
定
員　

内
科　

人
・
眼
科　

人
（
申

３０

１０

し
込
み
順
）

※
眼
科
の
相
談
も
行
い
ま
す
。

○
申
し
込
み　

電
話
で
健
康
課
へ
。

広告募集�
　まちだガイド�
広告募集�
　まちだガイド�

　市では、転入者や希望者に配布している
市内地図「まちだガイド」に、市民生活に
関連の深い内容の広告を募集します。
○応募資格　市内に事業所等を有する事業
主で、市税の滞納のない方
○募集期間　１１月２５日（金）まで
○広告掲載料　４万円（タテ３８㎜ ×ヨコ
９０㎜）
○募集件数　４件
○応募できないもの　①まちだガイドの公
共性や品位を損なうおそれのあるもの②公
序良俗に反するおそれのあるもの③風営法
第２条に該当するもの④政治・宗教に関す
るもの⑤個人・団体等の意見広告を内容と
するもの⑥法令の規定に違反するおそれの
あるもの、等です。
※ご希望の方には、応募説明等をお送りし
ますので、まず広報広聴課へお問い合わせ
下さい。

□問 広報広聴課11７２４・２１０１



２００５．　．　 （　）１１ １１ ５

町
田
市
民
ホ
ー
ル
事
業�

休

館

日
　
第
１
・
３
月
曜
日（
祝
日
の
と
き
は
そ
の
翌
日
）�

受
付
時
間
　
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時�

※
６
歳
以
上
の
お
子
さ
ん
か
ら
入
場
で
き
ま
す
。�

問

町
田
市
民
ホ
ー
ル
1
７
２
８
・
４
３
０
０�

□�

【
も
う
個
々
に
保
険
を
か
け
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
！
実
施
は
２
０
０
６
年

４
月
か
ら
】

　

市
で
は
、
全
市
民
加
入
型
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
保
険
「
町
田
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
災
害
補
償
制
度
」
に
加
入
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

本
制
度
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

す
る
市
民
の
皆
さ
ん
が
対
価
を
得
ず
に

（
交
通
費
等
実
費
弁
償
を
除
く
）
行
う

地
域
社
会
活
動
（
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
、

わ
ん
わ
ん
パ
ト
ロ
ー
ル
等
を
含
む
）
、

青
少
年
健
全
育
成
活
動
、
社
会
福
祉
・

社
会
奉
仕
活
動
、
社
会
教
育
活
動
等
で

全
市
民
加
入
型
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
制
度

公
益
性
の
あ
る
直
接
的
活
動
（
学
校
管

理
下
に
お
け
る
児
童
・
生
徒
が
行
う
活

動
、
特
定
の
政
党
若
し
く
は
宗
教
に
係

わ
る
活
動
、
営
利
を
目
的
と
す
る
活
動

ま
た
は
職
業
と
し
て
行
う
活
動
、
及
び

行
事
に
関
し
て
発
生
し
た
事
故
、
自
然

変
象
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
除

く
）
を
行
う
際
、
事
故
や
賠
償
責
任
事

故
が
発
生
し
た
場
合
に
、
そ
の
補
償
に

つ
い
て
適
用
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

市
が
こ
の
保
険
制
度
に
加
入
し
た
こ

と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
保
険
を
か
け
て
き
た
団
体
あ
る
い
は

個
人
は
、
個
々
に
保
険
を
か
け
な
く
て

も
よ
く
な
り
ま
す
（
既
に
更
新
を
し
て

し
ま
っ
た
方
は
、
次
回
か
ら
ご
注
意
下

さ
い
）
。

　

ま
た
、
活
動
中
の
事
故
等
の
申
請
に

つ
い
て
は
市
の
担
当
課
（
団
体
の
活
動

を
所
管
す
る
課
）
へ
、
市
の
い
ず
れ
の

所
管
課
に
も
属
さ
な
い
も
の
は
市
民
部

安
全
対
策
課
へ
そ
れ
ぞ
れ
提
出
し
て
い

た
だ
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。

□問
 

安
全
対
策
課
11
７
２
４
・
３
２
５
４

　

母
子
家
庭
や
父
子
家
庭
な
ど
ひ
と
り

親
家
庭
に
対
し
て
、
医
療
費
を
助
成
し

ま
す
。

【
該
当
す
る
方
は
申
請
を
】

○
対
象　

①
ひ
と
り
親
家
庭
の
父
ま
た

は
母
（
配
偶
者
が
な
く
、
現
に　

歳
未

１８

満
の
児
童
を
扶
養
し
て
い
る
方
）
②
父

ま
た
は
母
に
障
が
い
の
あ
る
家
庭
（
身

体
障
害
者
手
帳
の
１
・
２
級
及
び
３
級

の
一
部
）
③
父
ま
た
は
母
が
１
年
以
上

の
拘
禁
、
ま
た
は
遺
棄
さ
れ
て
い
る
家

庭
④
両
親
が
い
な
い
児
童
を
養
育
し
て

い
る
養
育
者

ひ
と
り
親
家
庭
等
へ
の

医

療

費

助

成

○
助
成
の
範
囲　

医
療
機
関
で
支
払
う

べ
き
保
険
診
療
の
自
己
負
担
分
を
助
成

（
住
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
世
帯
は

一
部
負
担
金
有
り
）

※
申
請
者
及
び
そ
の
扶
養
義
務
者
（
同

居
の
父
・
母
な
ど
）
の
所
得
制
限
が
あ

り
ま
す
。
所
得
限
度
額
や
申
請
に
必
要

な
添
付
書
類
な
ど
詳
細
は
子
ど
も
総
務

課
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

【
現
況
届
の
提
出
を
】

　

す
で
に
助
成
を
受
け
て
い
る
方
は
、

更
新
の
た
め
、
現
況
届
の
提
出
が
必
要

で
す
（
用
紙
は
送
付
済
み
で
す
）
。
期

日
ま
で
に
手
続
き
を
し
て
下
さ
い
。

○
提
出
期
間　
　

月　

日
（
月
）
〜　

１１

１４

２５

日
（
金
）

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
。

□問
 

子
ど
も
総
務
課
11
７
２
４
・
２
１
４

３
　

容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
に
基
づ
き

市
が
家
庭
か
ら
分
別
収
集
し
た
容
器
や

包
装
に
使
わ
れ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
国

が
定
め
た
分
別
基
準
適
合
物
（
選
別
後

圧
縮
・
梱
包
・
保
管
）
に
す
る
施
設
を

小
山
ヶ
丘
二
丁
目
２－

６
に
建
設
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
つ
い
て
は
小
山
町
・

小
山
ヶ
丘
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
。

○
日
時　
　

月　

日
午
前　

時
〜
正
午

１１

１９

１０

○
会
場　

小
山
ヶ
丘
小
学
校
体
育
館

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
上
履
き
を
お
持
ち
下
さ
い
。

□問
 

清
掃
総
務
課
11
７
９
７
・
７
１
１
２

容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
化
施
設

説

明

会

　

市
民
の
学
習
・
団
体
活
動
等
、
地
域

活
動
の
場
と
し
て
、
開
放
区
画
の
あ
る

次
の
学
校
の
特
別
教
室
が　

月
１
日
か

１２

ら
利
用
で
き
ま
す
。

○
利
用
で
き
る
学
校　

木
曽
境
川
小
学

校
（
音
楽
教
室
等
）
、
本
町
田
小
学
校

（
多
目
的
室
等
）
、
小
山
ヶ
丘
小
学
校

（
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
等
）
、
鶴
川
中
学
校

（
小
ホ
ー
ル
室
等
）

学
校
の
「
特
別
教
室
」

利
用
に
つ
い
て

○
ご
利
用
に
あ
た
っ
て
は
、
事
前
に
団

体
登
録
が
必
要
で
す
。
ご
希
望
の
団
体

は
、
団
体
構
成
員
名
簿
を
ご
用
意
の

上
、
社
会
教
育
課
で
登
録
し
て
下
さ

い
。

　

活
動
内
容
に
よ
っ
て
は
、
学
校
施
設

の
た
め
ご
利
用
い
た
だ
け
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
下
さ
い
。

○
申
し
込
み
（　

月
分
）　
　

月　

日

１２

１１

１９

午
後
１
時
〜
２
時
に
ご
利
用
に
な
る
学

校
の
管
理
人
室
へ
。　

　

同
時
申
し
込
み
で
重
複
し
た
場
合

は
、
抽
選
と
な
り
ま
す
。

□問
 

社
会
教
育
課
11
７
２
４
・
２
１
８
１

【
今
、
地
球
が
あ
ぶ
な
い

〜
一
人
ひ

! !

と
り
の
意
識
が
地
球
を
救
う
】

　

直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

○
日
時　
　

月　

日
（
土
）
午
後
１
時

１１

２６

　

分
〜
４
時

３０○
会
場　

健
康
福
祉
会
館
４
階
講
習
室

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
講
師　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
解
説
委
員
・
小
出
五

郎
氏

○
定
員　

２
５
０
人
（
先
着
順
）

□問
 

ご
み
減
量
課
11
７
９
７
・
０
５
３
０

町
田
ゴ
ミ
ニ
テ
ィ　

周
年

３０

記

念

講

演

会

【
み
ん
な
で
、
わ
い
わ
い
、
ク
リ
ス
マ

ス　

お
や
こ
で
手
づ
く
り
音
楽
会
】

　

ひ
な
た
村
を
会
場
に
親
子
で
シ
チ
ュ

ー
づ
く
り
、
楽
器
づ
く
り
を
楽
し
み
ま

せ
ん
か
。

○
対
象　

市
内
在
住
の
年
長
児
〜
小
学

３
年
生
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者
（
必
ず

親
子
で
参
加
し
て
下
さ
い
）

※
対
象
以
外
の
お
子
さ
ん
同
伴
は
ご
遠

慮
下
さ
い
。

○
日
時　
　

月
４
日
（
日
）
午
前　

時

１２

１０

お
や
こ
で　

あ
・
そ
・
ぼ
っ

〜
午
後
３
時

○
集
合　

ひ
な
た
村

○
定
員　

親
子
あ
わ
せ
て　

人
（
抽

５０

選
）

○
費
用　

５
０
０
円
（
材
料
費
・
保
険

料
等
）

○
申
し
込
み　

往
復
ハ
ガ
キ
（
１
組
１

枚
）
に
住
所
・
氏
名
（
参
加
者
全
員
）

・
お
子
さ
ん
の
学
年
・
電
話
番
号
を
明

記
し
、　

月　

日
ま
で
（
必
着
）
に
、

１１

２４

児
童
青
少
年
課
（
〒　

－

０
０
２
２
、

１９４

森
野
１－

　

－

　

、
11
７
２
４
・
２
１

３３

１０

８
２
）
へ
。

行
秋
や
す
ず
め
の
群
る
ゝ

草
の
原
（
柳
芽
）

　

立
冬
も
過
ぎ
、
暦
の
上
で
は
冬
。
野

原
は
、
イ
ネ
科
植
物
の
草
の
実
が
こ
ぼ

れ
落
ち
、
す
ず
め
ら
の
格
好
の
餌
場
と

な
る
。
す
で
に
実
り
の
秋
も
終
わ
り
赤

や
紫
な
ど
の
木
の
実
は
大
方
、
小
鳥
に

 
啄 
ば
ま
れ
て
、
見
つ
け
出
す
の
が
難
し

つ
いい

。
そ
ん
な
中
で
、
日
当
た
り
の
よ

い
、
林
の
縁
り
の
シ
ノ
ダ
ケ
や
原
っ
ぱ

な
ど
の
囲
い
フ
ェ
ン
ス
に
絡
ん
で
た
く

さ
ん
の
黄
褐
色
の
実
を
付
け
た
つ
る
植

物
を
よ
く
見
か
け
る
。
こ
れ
は
ヘ
ク
ソ

カ
ズ
ラ
の
実
だ
。
こ
の
植
物
は
ア
カ
ネ

科
の
つ
る
性
多
年
草
で
明
る
い
と
こ
ろ

を
好
み
、
本
物
の
ア
カ
ネ
と
同
じ
場
所

で
よ
く
見
か
け
る
。
夏
に
な
る
と
、
葉

の
付
け
根
か
ら 
蕾 
を
た
く
さ
ん
つ
け
た

つ
ぼ
み

花
序
を
出
し
、
白
い
フ
リ
フ
リ
の
花
弁

に
中
心
部
が
紅
紫
色
の
筒
状
花
を
次
々

に
咲
か
せ
る
。
実
つ
き
の
よ
い
植
物

で
、
細
長
い
ス
ペ
ー
ド
形
の
葉
を
落
と

し
て
す
っ
か
り
裸
に
な
る
と
、
た
く
さ

ん
の
実
が
蔓
に
絡
ん
で
素
敵
な
オ
ブ
ジ

ェ
と
な
る
。
こ
の
果
皮
は
つ
や
や
か
な

黄
褐
色
の
エ
ナ
メ
ル
質
で
、
ま
る
で
て

ん
と
う
虫
の
背
中
を
思
わ
せ
る
。
皮
を

破
る
と
中
に
二
つ
の
半
球
体
の
種
子
が

出
て
く
る
。
比
較
的
大
き
な
種
子
を
持

ち
、
繁
殖
力
は
旺
盛
で
、
広
く
分
布
す

る
。

　

漢
字
で
は
屁
糞
蔓

と
書
く
。
こ
の
植
物

は
葉
も
茎
も
花
も
実

も
ど
れ
も
い
や
な
匂

い
が
す
る
。
臭
い
こ

と
を
強
調
し
て
つ
け

ら
れ
た
名
前
だ
。
こ

の
草
に
は
別
に
サ
オ

ト
メ
バ
ナ
（
早
乙
女

花
）
と
か
、
ヤ
イ
ト
バ
ナ
と
い
う
呼
び

名
が
あ
る
が
、
あ
ま
り
定
着
し
な
い
。

　

植
物
の
名
前
の
付
け
方
に
は
、
五
感

の
内
、
形
や
色
の
視
覚
に
よ
る
も
の
が

一
番
多
い
が
、
他
の
感
覚
か
ら
く
る
も

の
も
あ
る
。
味
覚
で
は
ニ
ガ
キ
（
苦

味
）
。
ノ
カ
ン
ゾ
ウ
は
野
甘
草
（
甘

味
）
。
聴
覚
は
、
風
で
葉
が
ざ
わ
ざ
わ

と
音
が
す
る
と
こ
ろ
か
ら
付
い
た
ヤ
マ

ナ
ラ
シ
、
触
覚
で
は
、
茎
に
触
る
と
痛

い 
棘 
を
持
つ
マ
マ
コ
ノ
シ
リ
ヌ
グ
イ
や

と
げ

コ
ウ
ゾ
リ
ナ
。
嗅
覚
で
は
、
ク
サ
ギ
や

ス
イ
カ
ズ
ラ
。
と
こ
ろ
で
オ
ミ
ナ
エ
シ

は
と
て
も
臭
い
匂
い
だ
が
、
秋
の
七
草

に
選
ば
れ
て
い
る
。
ヘ
ク
ソ
カ
ズ
ラ
も

せ
め
て
サ
オ
ト
メ
バ
ナ
と
改
名
し
た
ら

ど
う
だ
ろ
う
か
。

（
南
大
谷
・
長
島
靖
彦
）

相模原市立博物館 開館１０周年記念 秋季特別展相模原市立博物館　開館１０周年記念　秋季特別展

「「博博物物館館１１００年年のの歩歩みみ」」
相模原市�

　相模原市立博物館は、平成７年１１月に開館
し、今年１０周年を迎えます。特別展では、こ
の１０年の歩みを振り返りながら、博物館が保
管するいろいろな資料について、人文（考古
・歴史・民俗・地理）と自然（動物・植物・
地質・天文）の各分野でテーマを設定し紹介
しています。
○期間　１２月１１日（日）まで
○時間　午前９時３０分～午後５時
○会場　同館特別展示室　　○観覧料　無料
○交通　横浜線淵野辺駅南口から、バス青葉
循環博物館廻り（淵３７系統）か青葉循環共和
廻り（淵３６系統）で、市立博物館前下車
○休館日　毎週月曜日、１１月２４日（木）
※希望者は直接会場へ。

□問 相模原市立博物館11７５０・８０３０

忠生市民センター・（財）町田市文化・�
国際交流財団共催事業�

ふれあい・�

サタデーコンサート2005

ふれあい・�

サタデーコンサート2005

ふれあい・�

サタデーコンサート2005

ふれあい・�

サタデーコンサート2005

「町田フィル・バッハアンサンブル」コンサート�

出
演　

町
田
フ
ィ
ル
・
バ
ッ
ハ
ア
ン
サ

ン
ブ
ル

〈
予
定
曲
目
〉
Ｃ
Ｐ
Ｅ
・
バ
ッ
ハ
…
ト

リ
オ
ソ
ナ
タ
ｄ－

Ｍ
ｏ
ｌ
ｌ
（
Ｗ
ｑ
１

４
５
）
／
Ｊ
Ｓ
・
バ
ッ
ハ
…
カ
ン
タ
ー

タ
第
２
０
９
番
〈
悲
し
み
を
知
ら
ぬ

者
〉
、
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
グ
協
奏
曲
第

６
番

　

月　

日
（
土
）

１２

１０

午
後
２
時
開
演

○
会
場　

忠
生
市
民
セ
ン
タ
ー

○
定
員　

１
８
０
人

　

全
席
自
由
（
整
理
券
が
必
要
と
な
り

ま
す
）
。

【　

月　

日
午
前
８
時　

分
か
ら
町
田

１１

１５

３０

市
民
ホ
ー
ル
、
忠
生
市
民
セ
ン
タ
ー
で

町
田
フ
ィ
ル
・
バ
ッ
ハ
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

２
０
０
４
年
サ
タ
デ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
よ
り

２
０
０
４
年　

月　

日
な
る
せ
駅
前
市
民

１１

１３

セ
ン
タ
ー
に
て

ヘクソカズラの実
（Ｈ１７．１０．２１南大谷にて撮影）

〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜
陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽
だだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだ
まままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままま
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり
のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの
オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ
ブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブ
ジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジ
ェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェ

〜
陽
だ
ま
り
の
オ
ブ
ジ
ェ
〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜

（
そ
の　

）　

ヘ
ク
ソ
カ
ズ
ラ

２６６

入
場
整
理
券
を
配
布
し
ま
す
（
入
場
無

料
）
】

　

ふ
れ
あ
い
も
み
じ
館
は
空
調
改

修
工
事
の
た
め
、　

月　

日
か
ら

１１

１４

年
内
い
っ
ぱ
い
全
館
休
館
し
ま

す
。

□問
 

ふ
れ
あ
い
も
み
じ
館
11
７
９
６

・
１
０
２
０

休
館
の
お
知
ら
せ

ふ
れ
あ
い
も
み
じ
館

秋季特別展ポスター



２００５．　．　（　） １１ １１６

　

遺
産
分
割
協
議
書
や
遺
言
書
の
書
き

方
、
相
続
全
般
に
関
す
る
こ
と
、
不
動

産
の
取
引
に
お
け
る
ト
ラ
ブ
ル
や
鑑
定

・
評
価
・
登
記
一
般
に
関
す
る
こ
と
、

建
築
の
設
計
や
監
理
、
住
宅
耐
震
診

断
、
土
地
の
境
界
・
測
量
、
年
金
等
の

さ
ま
ざ
ま
な
専
門
家
（
行
政
書
士
・
建

築
士
・
司
法
書
士
・
宅
地
建
物
取
引
主

任
者
・
土
地
家
屋
調
査
士
・
不
動
産
鑑

定
士
・
社
会
保
険
労
務
士
）
に
よ
る

無
料
専
門
相
談

相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談
時
間
は
、
１

人　

分
以
内
で
す
。

３０

　

直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
の
方

○
日
時　
　

月　

日
（
日
）
午
前　

時

１１

２０

１０

〜
午
後
４
時

○
会
場　

ぽ
っ
ぽ
町
田

□問
 

広
報
広
聴
課
広
聴
係
（
市
民
相
談

室
）
11
７
２
４
・
２
１
０
２

　

犬
・
猫
た
ち
の
新
た
な
飼
い
主
を
探

す
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
飼
育
相
談
も
行
い
ま
す
。

○
日
時　
　

月　

日
（
日
）
午
前　

時

１１

２７

１０

〜
正
午
（
雨
天
実
施
）

○
会
場　

境
川
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

（
木
曽
町
２
０
５
）

○
飼
い
主
に
な
る
た
め
に
は
次
の
条
件

を
満
た
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す　

①
自
宅
が
将
来
に
わ
た
っ
て
犬
・
猫
を

飼
育
し
て
よ
い
場
所
で
あ
る
こ
と
②
家

族
全
員
が
飼
育
に
つ
い
て
賛
成
し
て
い

る
こ
と
③
猫
に
つ
い
て
は
屋
内
飼
育
を

す
る
こ
と
④
必
ず
繁
殖
制
限
手
術
を
行

っ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
（
引
き
渡
し
前

に
繁
殖
制
限
手
術
を
行
い
費
用
を
請
求

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）
⑤
飼
育
基
準

を
遵
守
し
、
終
生
愛
情
を
持
っ
て
飼
育

し
続
け
ら
れ
る
こ
と
⑥
猫
に
つ
い
て
は

３
種
混
合
、
犬
に
つ
い
て
は
７
種
混
合

ワ
ク
チ
ン
の
費
用
負
担
を
し
て
い
た
だ

け
る
こ
と
（
ワ
ク
チ
ン
は
事
前
に
接
種

し
て
あ
り
ま
す
）
⑦
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ

装
着
を
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と

※
当
日
は
、
住
所
・
氏
名
が
確
認
で
き

る
も
の
を
お
持
ち
下
さ
い
。
ま
た
、
実

際
に
譲
渡
を
す
る
か
ど
う
か
は
、
会
場

で
面
接
の
う
え
、
そ
の
動
物
と
の
適
性

も
含
め
な
が
ら
主
催
者
側
で
決
定
し
ま

す
。

※
当
日
の
引
き
渡
し
は
行
い
ま
せ
ん
。

【
犬
・
猫
の
新
た
な
飼
い
主
を
探
し
た

い
方
】

　

環
境
保
全
課
ま
で
申
し
込
ん
で
下
さ

い
。
健
康
診
断
受
診
等
の
義
務
が
あ
り

ま
す
の
で
時
間
の
余
裕
を
も
っ
て
申
し

込
ん
で
下
さ
い
。

○
主
催　

ま
ち
だ
動
物

愛
護
の
つ
ど
い
実
行
委

員
会

□問
 

環
境
保
全
課
11
７
２
４
・
２
７
１
１

犬
・
猫
た
ち
に
あ
た
た
か
い
家
庭
を

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

実

施

し

ま

す

実

演

と

販

売

な
た
ね
油
し
ぼ
り

　

野
津
田
町
の
七
国
山
地
区
で
栽
培
し

て
い
る
な
た
ね
か
ら
、
な
た
ね
油
を
し

ぼ
り
ま
す
。

　

し
ぼ
っ
た
な
た
ね
油
は
５
０
０　

ビ
ml

ン
１
本
８
０
０
円
で
販
売
し
ま
す
（　
４０

本
販
売
の
予
定
）
。

○
日
時　
　

月　

日
（
土
）
午
前　

時

１１

１９

１０

〜
午
後
２
時

○
会
場　

ふ
る
さ
と
農
具
館

※
車
で
お
い
で
の
方
は
、
薬
師
池
公
園

駐
車
場
を
ご
利
用
下
さ
い
。

□問
 

ふ
る
さ
と
農
具
館
11
７
３
６
・
８
３

８
０

【
版
で
遊
ぼ
う
！
　

第
２
回
リ
ト
グ
ラ

フ
一
日
教
室
】

　

リ
ト
グ
ラ
フ
は
描
い
た
タ
ッ
チ
を
そ

の
ま
ま
生
か
す
こ
と
が
で
き
る
魅
力
的

な
版
画
で
す
。

○
対
象　

初
心
者

○
日
時　
　

月
７
日
（
水
）
午
後
１
時

１２

〜
４
時　

分
３０

○
会
場　

同
館
・
版
画
工
房

○
講
師　

同
館
学
芸
員

○
定
員　

６
人
（
市
内
在
住
の
方
及
び

同
館
の
講
座
の
受
講
経
験
が
な
い
方
を

優
先
の
う
え
抽
選
）

○
費
用　

１
２
０
０
円

○
申
し
込
み　

往
復
ハ
ガ
キ
の
往
信
面

に
講
座
名
・
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が

な
）
・
年
齢
（
講
座
の
内
容
、
進
行
に

必
要
。
記
入
は
任
意
）
・
電
話
番
号
を

明
記
し
、　

月　

日
ま
で
（
必
着
）
に

１１

２１

国
際
版
画
美
術
館
普
及
係
（
〒　

－

０

１９４

０
１
３
、
原
町
田
４－

　

－

１
、
11
７

２８

２
６
・
２
８
８
９
）
へ
。

【
『
デ
ジ
タ
ル
・
イ
ン
タ
ー
コ
ネ
ク
シ

ョ
ン　

２
０
０
５
』
展　

第
４
部
『
全

国
学
生
メ
デ
ィ
ア
・
ア
ー
ト
展
』
】

　

全
国　

大
学
か
ら
出
品
さ
れ
る
、
最

１０

先
端
の
技
術
を
用
い
た　

世
紀
の
芸
術

２１

で
あ
る
「
メ
デ
ィ
ア
・
ア
ー
ト
」
の
数

国
際
版
画
美
術
館

忠
生
公
園

【
わ
ら
ぞ
う
り
を
作
ろ
う
】

○
対
象　

小
学
５
年
生
以
上
の
方

○
日
時　
　

月　

日
（
日
）
午
前　

時

１１

２０

１０

〜
午
後
４
時
（
雨
天
実
施
）

○
集
合
場
所　

忠
生
が
に
や
ら
自
然
館

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

１５

※
駐
車
場
が
狭
い
た
め
、
公
共
交
通
機

関
を
ご
利
用
下
さ
い
。

○
申
し
込
み　
　

月　

日
ま
で
に
電
話

１１

１９

で
忠
生
が
に
や
ら
自
然
館
（
11
７
９
２

・
１
３
２
６
）
へ
。

わ
ら
細
工
教
室

【
健
康
食
品
と
の
上
手
な
つ
き
あ
い
方

－

選
び
方
と
販
売
方
法
の
問
題
点－

】

　

最
近
話
題
に
な
っ
て
い
る
健
康
食
品

に
つ
い
て
様
々
な
角
度
か
ら
学
び
ま

す
。

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の

方○
日
時　
　

月　

日
（
木
）
午
前　

時

１１

２４

１０

〜
正
午

○
会
場　

町
田
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

○
講
師　

コ
ン
シ
ュ
ー
マ
ー
エ
イ
ド
・

吉
田
千
恵
氏

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

３０

○
申
し
込
み　

午
前
９
時
か
ら
電
話
で

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
11
７
２
５
・
８

８
０
５
）
へ
。

※
託
児
（
２
歳
以
上
、
人
数
に
限
り
あ

り
）
を
希
望
の
方
は
、
申
し
込
み
の
際

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

学

習

会

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

○
日
時　
　

月　

日
（
土
）
正
午
〜
午

１１

１９

後
５
時
、　

日
（
日
）
午
前　

時
〜
午

２０

１０

後
４
時

○
内
容　

作
品
展
（
絵
画
、
書
、
短
歌

・
俳
句
、
彫
刻
、
写
真
、
工
芸
ほ
か
）、

演
奏
会
（
楽
器
演
奏
、
合
唱
、
歌
謡
、

舞
踊
ほ
か
）
、
展
示
即
売
会
（
野
菜
、

肥
後
菊
、
竹
炭
・
竹
細
工
）

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

□問
 

三
輪
セ
ン
タ
ー
11
０
４
４
・
９
８
７

・
１
９
５
１

お
風
呂
屋
さ
ん
で
の
介
護
予
防
！

ス
ペ
シ
ャ
ル
・
デ
イ
銭
湯

　

長
い
間
、
か
ら
だ
を
支
え
て
が
ん
ば

っ
て
き
た
足
も
、
年
齢
を
重
ね
て
く
る

と
知
ら
な
い
間
に
少
し
ず
つ
痛
み
が
進

ん
で
き
ま
す
。
そ
こ
で
、
専
門
の
先
生

を
お
招
き
し
て
、
お
手
入
れ
の
し
か
た

を
ご
案
内
し
ま
す
。

○
対
象　
　

歳
以
上
の
方

６５

○
日
時　
　

月　

日
（
火
）
午
前　

時

１１

２２

１１

〜
午
後
２
時

○
会
場　

金
森
湯
（
金
森
）

○
定
員　
　

人
２０

○
費
用　

３
０
０
円

○
申
し
込
み　

電
話
で
高
齢
者
福
祉
課

（
11
７
２
４
・
２
１
４
６
）
へ
。

市
民
農
園
な
ど
の
手
作
り
農
産
物
を
品

評
会
に

出
品
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

作
っ
た
農
産
物
を
品
評
会
に
出
品
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

　
　

月　

日
に
行
わ
れ
る
農
産
物
品
評

１１

２６

会
で
審
査
し
、
翌　

日
の
太
陽
と
緑
の

２７

ま
つ
り
で
展
示
・
即
売
す
る
予
定
で

す
。

○
対
象　

市
内
在
住
の
方
で
、
市
内
で

作
ら
れ
た
農
産
物

○
出
品
方
法　
　

月　

日
午
前
８
時
〜

１１

２６

９
時
に
野
津
田
公
園
陸
上
競
技
場
前
農

産
物
品
評
会
場
に
直
接
お
持
ち
下
さ

い
。

【
山
で
つ
る
を
採
っ
て
、
リ
ー
ス
や
か

ご
を
編
も
う
！
】

　

自
分
だ
け
の
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
や

か
ご
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

○
対
象　

市
内
在
住
の
親
子

○
日
時　
　

月
４
日
（
日
）
午
前
９
時

１２

　

分
〜
午
後
３
時　

分

３０

３０

○
会
場　

大
地
沢
青
少
年
セ
ン
タ
ー

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

４０

○
費
用　

大
人
（
高
校
生
を
除
く　

歳
１８

以
上
）
５
０
０
円
、
子
ど
も
３
０
０
円

（
保
険
料
込
み
）

○
申
し
込
み　
　

月　

日
午
前
９
時
〜

１１

１１

　

日
午
後
５
時
ま
で
に
電
話
で
大
地
沢

２５ 大
地
沢
青
少
年
セ
ン
タ
ー

親
子
で
リ
ー
ス
・

か

ご

作

り

障
が
い
者
就
職
面
接
会

　

就
職
を
希
望
す
る
障
が
い
者
と
障
が

い
者
の
雇
用
を
計
画
し
て
い
る
企
業
を

一
堂
に
会
し
た
障
が
い
者
就
職
面
接
会

を
行
い
ま
す
。

○
日
時　
　

月　

日
（
金
）
午
後
１
時

１１

１８

〜
４
時
（
午
後
０
時　

分
か
ら
受
付
）

３０

○
会
場　

総
合
体
育
館

□問
 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
町
田
専
門
援
助
部
門

11
７
３
２
・
８
６
０
９
、
6
７
３
２
・

８
７
２
４
、
障
が
い
福
祉
課
11
７
２
４

・
２
１
４
７

昭
和
薬
科
大
学
・
ま
ち
だ
中
央
公
民
館

共
催公

開
市
民
講
座

【
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
】

　

こ
の
講
座
で
は
、
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患

に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
お
話
し
し
、

最
近
の
治
療
法
な
ど
に
つ
い
て
も
紹
介

し
て
い
き
ま
す
。

○
日
時　
　

月
３
日
（
土
）
午
後
２
時

１２

〜
４
時

○
会
場　

ま
ち
だ
中
央
公
民
館

○
内
容
・
講
師　

気
管
支
喘
息
＝
聖
マ

リ
ア
ン
ナ
医
科
大
学
呼
吸
器
・
感
染
症

　

秋
の
１
日
を
ひ
な
た
村
で
、
友
だ
ち

や
家
族
と
楽
し
み
ま
し
ょ
う
！
ゲ
ス
ト

に
「
ひ
ろ
ば
文
庫
」
「
ど
き
ど
き
マ
ジ

ッ
ク
ク
ラ
ブ
」
を
お
招
き
し
ま
す
。

○
日
時　
　

月　

日
（
日
）
午
前　

時

１１

２０

１１

〜
午
後
３
時　

分
（
雨
天
実
施
）

３０

○
出
し
物　

「
見
て
」
＝
人
形
劇
・
一

輪
車
演
技
・
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス
・

マ
ジ
ッ
ク
、
「
作
っ
て
」
＝
も
く
も
く

チ
ッ
プ
（
ペ
ン
ダ
ン
ト
）
、
「
遊
ん

で
」
＝
ド
ロ
ケ
イ
・
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
・

ロ
ボ
ッ
ト
で
遊
ぶ
・
囲
碁
（
対
局
）
、

「
食
べ
て
」
＝
模
擬
店
（
お
に
ぎ
り
・

飲
み
物
他
）

※
模
擬
店
以
外
は
無
料
。

○
会
場　

レ
ク
ル
ー
ム
、
カ
リ
ヨ
ン
ホ

ー
ル
、
て
っ
ぺ
ん
広
場

※
駐
車
場
が
狭
い
た
め
公
共
交
通
機
関

を
ご
利
用
下
さ
い
。

□問
 

ひ
な
た
村
11
７
２
２
・
５
７
３
６

内
科
教
授
・
中
川
武
正
氏
、
花
粉
症
＝

昭
和
薬
科
大
学
薬
物
治
療
学
教
授
・
星

恵
子
氏

○
定
員　

１
５
４
人
（
申
し
込
み
順
）

○
申
し
込
み　

直
接
ま
た
は
電
話
で
ま

ち
だ
中
央
公
民
館
（
11
７
２
８
・
０
０

７
１
）
へ
。

○
出
品
点
数　

１
出
品
者
１
種
類
に
つ

き
１
点

※
出
品
す
る
野
菜
に
応
じ
て
規
格
が
あ

り
ま
す
。
詳
細
は
市
役
所
森
野
分
庁
舎

２
階
の
農
業
振
興
課
に
備
え
付
け
の
出

品
規
格
を
ご
覧
下
さ
い
。

※
手
作
り
農
産
物
の
品
評
会
に
は
農
家

の
方
の
出
品
は
ご
遠

慮
下
さ
い
。

※
出
品
さ
れ
た
農
産

物
は
お
返
し
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

□問
 

農
業
振
興
課
11
７

２
４
・
２
１
６
６

三
輪
セ
ン
タ
ー
文
化
祭

三
輪
セ
ン
タ
ー
文
化
祭�

三
輪
セ
ン
タ
ー
文
化
祭

三
輪
セ
ン
タ
ー
文
化
祭�

三
輪
セ
ン
タ
ー
文
化
祭�

　

市
内
の
中
小
企
業
者
ま
た
は
、
市
内

で
新
た
に
事
業
を
始
め
る
中
小
企
業
者

が
事
業
資
金
や
開
業
資
金
を
調
達
す
る

た
め
、
市
と
取
扱
金
融
機
関
と
の
提
携

及
び
信
用
保
証
機
関
の
協
力
に
よ
り
実

施
す
る
も
の
で
す
。

　

な
お
、
審
査
に
時
間
が
か
か
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
年
内
融
資
を
希
望

さ
れ
る
時
は
取
扱
金
融
機
関
に
ご
相
談

下
さ
い
。

　

取
り
扱
い
は
次
の
金
融
機
関
の
町
田

市
内
に
あ
る
支
店
等
で
行
っ
て
い
ま

す
。

○
取
扱
金
融
機
関　

八
千
代
・
横
浜
・

三
井
住
友
・
み
ず
ほ
・
東
京
都
民
・
り

そ
な
・
東
日
本
の
各
銀
行
、
城
南
・
横

浜
・
芝
の
各
信
用
金
庫
、
町
田
市
農
業

協
同
組
合

※
金
融
機
関
、
信
用
保
証
機
関
の
審
査

町町町町町町町町町町町町町町 田田田田田田田田田田田田田田 市市市市市市市市市市市市市市町 田 市
中中中中中中中中中中中中中中 小小小小小小小小小小小小小小 企企企企企企企企企企企企企企 業業業業業業業業業業業業業業中小企業
融融融融融融融融融融融融融融 資資資資資資資資資資資資資資 制制制制制制制制制制制制制制 度度度度度度度度度度度度度度融資制度

※バリアフリー化整備資金、環境改善整備資金及び緊急資金は他の資金と重複して申し込みができます。融資資格確認書を発行しますので、事前にご相談下さい。
※この制度は、信用保証機関（東京信用保証協会）の保証が必要です。また、信用保証機関の指示により上表のほかに保証人を要することもあります。
※信用保証料の約１／２を５万円を限度（バリアフリー化整備資金及び環境改善整備資金は全額）として融資時に補助します。また利子については（　）内の利率
による額を年２回に分け補助します。

町 田 市 中 小 企 業 融 資 制 度 概 要
保証人融資期間・返済方法融資利率融資限度額融資の種類

法人は代
表者個人
の連帯保
証が必要

５年以内（６か月の据置期間を含む）割賦返済年利２．２％（１．５％）

１，０００万円

運 転 資 金
７年以内（６か月の据置期間を含む）割賦返済設 備 資 金

７年以内（１２か月の据置期間を含む）割賦返済年利１．８％（１．８％）バリアフリー化整備資金
環境改善整備資金

年利２．０％（１．５％）開 業 資 金

５年以内（６か月の据置期間を含む）割賦返済　５００万円緊 急 資 金
年利２．２％（１．５％）小規模企業特別資金

ご利用下さい

に
よ
り
、
融
資
で
き
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す
。

□問
 

経
済
振
興
課
11
７
２
４
・
２
１
２
９

青
少
年
セ
ン
タ
ー
（
11
７
８
２
・
３
８

０
０
）
へ
。

※　

月
４
日
午
前
９
時
に
Ｊ
Ｒ
横
浜
線

１２
相
原
駅
西
口
か
ら
、
午
後
３
時　

分
に

４０

大
地
沢
青
少
年
セ
ン
タ
ー
か
ら
送
迎
バ

ス
を
運
行
し
ま
す
。

ひ
な
た
村
祭�

見て
�

作っ
て�

遊ん
で�

食べ
て�

人
形
劇
で
ぇ
＆�

　
ひ
な
た
っ
子
で
ぇ�

々
を
ご
体
験
下
さ
い
。
イ
ン
タ
ラ
ク
テ

ィ
ブ
な
作
品
も
多
い
の
で
、
ご
自
分
で

操
作
し
て
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。

○
期
間　
　

月　

日
（
火
）
〜　

日

１１

１５

２７

（
日
）

※　

日
を
除
く
。

１９
○
時
間　

午
前　

時
〜
午
後
４
時　

分

１０

３０

○
会
場　

同
館
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
ホ
ー
ル

○
参
加
予
定
大
学　

桜
美
林
大
学
、
九

州
大
学
、
尚
美
学
園
大
学
、
女
子
美
術

大
学
、
東
京
工
科
大
学
、
東
京
工
芸
大

学
、
東
京
造
形
大
学
、
東
北
芸
術
工
科

大
学
、
武
蔵
野
美
術
大
学
、
Ｉ
Ａ
Ｍ
Ａ

Ｓ

◇

□問
 

国
際
版
画
美
術
館
11
７
２
６
・
２
７

７
１



２００５．　．　 （　）１１ １１ ７

●
介
護
予
防
「
口
腔
ケ
ア
」
を
地
域
で

実
践
す
る
た
め
に
〜
よ
り
実
践
的
な
口

腔
ケ
ア
に
つ
い
て
学
ぼ
う

　

対
象
＝
歯
科
関
係
者
等
／
日
時
＝　
１１

月　

日
午
前　

時
〜
正
午
／
会
場
＝
八

３０

１０

王
子
保
健
所
／
講
師
＝
中
野
区
北
部
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
歯
科
衛
生
士
・
白
田

チ
ヨ
氏
／
申
し
込
み
＝
東
京
都
南
多
摩

保
健
所
企
画
調
整
課
（
11
０
４
２
・
３

７
１
・
７
６
６
１
）
へ
。

●
ク
ラ
フ
ト
工
房　

ラ
・
ま
の
染
織
展

　

日
時
＝　

月
２
日
〜
５
日
午
前　

時

１２

１０

〜
午
後
４
時
（
５
日
は
午
後
３
時
ま

で
）
／
会
場
＝
ク
ラ
フ
ト
工
房　

ラ
・

ま
の
（
金
井
５
丁
目
）
／
内
容
＝
藍

染
、
草
木
染
め
の
素
材
を
使
用
し
た
日

用
品
等
の
展
示
・
販
売
、
ジ
ャ
ズ
ラ
イ

ブ
等
あ
り
／
玉
川
学
園
前
駅
か
ら
送
迎

車
あ
り
（
要
予
約
）
／
□問
 

ク
ラ
フ
ト
工

房　

ラ
・
ま
の
11
７
３
６
・
１
４
５
５

●
町
田
ゆ
め
工
房
ま
つ
り

　

日
時
＝　

月
２
日
、
３
日
、
４
日
午

１２

前　

時
〜
午
後
３
時
／
会
場
＝
町
田
ゆ

１０
め
工
房
（
相
原
町
）
／
内
容
＝
雑
貨
・

お
菓
子
等
販
売
、
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
ほ

か
／
□問
 

町
田
ゆ
め
工
房
11
７
８
２
・
１

４
９
１

●
オ
ー
プ
ン
・
フ
ェ
ス
タ
〜
丘
の
上
か

ら　
'０５

　

町
田
荘
、
サ
ル
ビ
ア
荘
、
サ
ル
ビ
ア

デ
イ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
の
施
設
を
公
開
し

ま
す
／
日
時
＝　

月　

日
午
前　

時
〜

１１

２７

１０

午
後
２
時　

分
（
雨
天
実
施
）
／
内
容

３０

＝
作
業
公
開
、
相
談
コ
ー
ナ
ー
、
バ
ザ

ー
ほ
か
／
□問
 

町
田
荘
11
７
９
１
・
０
９

０
５

●
東
平
ひ
ま
わ
り
保
育
園
職
員
募
集

（
２
０
０
６
年
４
月
開
園
）

【
①
保
育
士
②
看
護
師
】

　

資
格
＝
①
保
育
士
資
格
を
お
持
ち
の

方
②
看
護
師
資
格
を
お
持
ち
の
経
験
者

／
採
用
＝
２
０
０
６
年
４
月
１
日
／
人

員
＝
①
若
干
名
（
常
勤
ま
た
は
非
常

勤
）
②
１
人
（
常
勤
）
／
□問
 

同
園
園
長

予
定
者
宅
11
７
３
５
・
４
１
４
５

●
清
風
園
・
第
二
清
風
園
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
養
成
講
座

　

日
時
＝　

月　

日
、　

日
午
前　

時

１１

２５

２６

１０

〜
午
後
４
時
／
会
場
＝
第
二
清
風
園
／

申
し
込
み
＝　

月　

日
ま
で
に
電
話
で

１１

２２

第
二
清
風
園
（
11
７
３
６
・
６
９
０

７
）
へ
。

●
無
料
調
停
相
談

　

弁
護
士
及
び
調
停
委
員
が
民
事
及
び

家
事
の
調
停
相
談
を
行
い
ま
す
。
直
接

会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
／
日
時
＝　

月
１１

　

日
午
前　

時　

分
〜
午
後
３
時　

分

１８

１０

１０

３０

／
会
場
＝
わ
く
わ
く
プ
ラ
ザ
町
田
／
□問
 

（
財
）日
本
調
停
協
会
連
合
会
11　

・
３

０３

２
６
４
・
８
１
１
１

●
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
が
発
行
さ
れ
ま
す

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
全
額
が
確
定

申
告
や
年
末
調
整
の
社
会
保
険
料
控
除

の
対
象
と
な
り
ま
す
。
今
ま
で
確
定
申

告
等
で
の
手
続
き
で
は
、
納
付
し
た
国

民
年
金
保
険
料
を
証
明
す
る
書
類
を
添

付
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
平
成　

年
分
の
申
告
か
ら
、
納
付

１７

し
た
国
民
年
金
保
険
料
を
証
明
す
る
書

類
の
添
付
等
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し

た
。
こ
の
た
め
、
９
月　

日
ま
で
に
納

３０

付
し
た
国
民
年
金
保
険
料
額
を
証
明
し

た
控
除
証
明
書
が
社
会
保
険
庁
か
ら　
１１

月
上
旬
か
ら
順
次
送
付
さ
れ
て
い
ま

す
。
年
末
調
整
、
確
定
申
告
の
手
続
き

の
際
に
は
、
こ
の
証
明
書
や
領
収
書
が

必
要
に
な
り
ま
す
の
で
大
切
に
保
管
し

て
下
さ
い
／
□問
 

専
用
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

11
０
５
７
０
・　

・
９
９
１
１
、
八
王

００

子
社
会
保
険
事
務
所
11
０
４
２
６
・　
２６

・
３
５
１
１

●
不
動
産
（
土
地
・
建
物
）
に
つ
い
て

の
無
料
相
談
会

　

日
時
＝　

月　

日
午
前　

時
〜
午
後

１１

１９

１０

４
時
／
会
場
＝
ぽ
っ
ぽ
町
田
／
□問
 

全
日

本
不
動
産
協
会
東
京
都
本
部
・
町
田
支

部
11
７
９
５
・
３
７
１
７

●
自
衛
官
採
用
案
内

【
①
自
衛
隊
生
徒
②
２
等
陸
・
海
・
空

士
】

　

資
格
＝
①
中
学
３
年
生
及
び　

歳
未

１７

満
の
男
子
②　

〜　

歳
未
満
の
男
子
／

１８

２７

内
容
＝
①
専
門
技
術
を
有
す
る
陸
・
海

・
空
曹
を
養
成
す
る
制
度
で
す
②
３
・

４
月
入
隊
／
受
付
期
間
＝
①
２
０
０
６

年
１
月　

日
ま
で
②　

月
１
日
ま
で

１０

１２

（
必
着
）
／
□問
 

自
衛
隊
町
田
募
集
案
内

所
（
原
町
田
５－

９－

　

、
永
和
ビ
ル

１５

２
階
）
11
７
２
３
・
１
１
８
６

●
玉
川
大
学
公
開
講
座

　

問
い
合
わ
せ
は
同
大
学
継
続
学
習
セ

ン
タ
ー
（
11
７
３
９
・
８
８
９
５
）
へ

／
講
座
名
＝
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー

ト
、
博
物
館
学
講
座
、
金
愛
淑
の
ゴ
ル

フ
教
室
、
翻
訳
者
養
成
講
座
、
小
児
救

急
法
講
座
、
自
動
体
外
式
除
細
動
講

座
、
チ
ャ
イ
ル
ド
キ
ャ
ン
プ

カ
ビ
・
ホ
コ
リ
の
除
去

�

問�（
社
）町
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
　
７
２
３
・
２
１
４
７�

エ
ア
コ
ン
・
換
気
扇
洗
浄�

11

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
学
の
小
学
２

〜
６
年
生

○
期
日　
　

月
４
日
（
日
）

１２

※
悪
天
候
の
場
合
は
中
止
。

○
コ
ー
ス　

陸
上
競
技
場
及
び
外
周
路

○
距
離　

２
年
生
＝
１
５
０
０
ｍ
▽
３

・
４
年
生
＝
２
０
０
０
ｍ
▽
５
・
６
年

こ
ど
も
マ
ラ
ソ
ン
大
会

　

直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の

方○
日
時　
　

月　

日
（
日
）
午
後
０
時

１１

２７

　

分
開
始
（
正
午
〜
午
後
１
時
に
受

３０付
）

○
会
場　

総
合
体
育
館

○
競
技
方
法　

４
ツ
矢
３
回
、
計　

射
１２

（
色
的
に
よ
る
点
数
制
）

○
費
用　

３
０
０
円
（
当
日
徴
収
）

□問
 

体
育
協
会
事
務
局

弓

道

大

会

市
民
ス
ポ
レ
ク
祭

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
学
の
小
学
生

〜
高
校
生

○
日
時　
　

月　

日
（
日
）
午
後
１
時

１１

２７

集
合

○
会
場　

相
武
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部

○
内
容　

プ
レ
ー
は
午
後
２
時
か
ら
２

時
間
以
内

○
定
員　
　

人
２０

○
部
別　

Ａ
ク
ラ
ス
＝
小
学
５
年
生
〜

高
校
生
、
Ｂ
ク
ラ
ス
＝
小
学
４
年
生
以

下○
費
用　

２
０
０
０
円
（
プ
レ
ー
代
を

含
む
、
当
日
徴
収
）

○
申
し
込
み　

平
日
の
午
前　

時
〜
午

１０

後
９
時
に
電
話
で
町
田
市
ゴ
ル
フ
協
会

（
11
７
９
４
・
２
７
１
１
）
へ
。

□問
 

体
育
協
会
事
務
局

ジ
ュ
ニ
ア
ゴ
ル
フ
大
会

　

直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

○
日
時　
　

月　

日
（
日
）
午
前　

時

１１

２７

１０

〜
午
後
２
時　

分
３０

○
会
場　

総
合
体
育
館

○
内
容　

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
卓
球
、

ド
ッ
チ
ビ
ー
、
ダ
ン
ス
、
ゲ
ー
ム
等

※
運
動
の
で
き
る
服
装
で
昼
食
、
上
履

き
を
お
持
ち
下
さ
い
。

□問
 

体
育
協
会
事
務
局

ス
ポ
・
レ
ク
の
集
い

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の

高
校
生
以
上
の
方
及
び
連
盟
登
録
者
、

一
部
は
オ
ー
プ
ン
参
加

○
日
時　

２
０
０
６
年
１
月　

日
２２

（
日
）
午
前
９
時
か
ら
受
付

○
会
場　

総
合
体
育
館

○
種
目　

各
部
ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ
ル
ス
個

人
戦

※
一
部
＝
各
大
会
上
位
入
賞
者
及
び
希

望
者
、
二
部
＝
一
部
以
外
の
方
、
三
部

＝
夫
婦
の
方
及
び
連
盟
登
録
者
、
壮
年

の
部
＝
男
女
共　

歳
以
上
の
方
（
大
会

４５

当
日
の
年
齢
）

ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ
ル
ス
大
会

　

直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の

　

歳
以
上
の
方

１６○
日
時　
　

月　

日
（
土
）
正
午
〜
午

１１

１９

後
３
時

○
会
場　

総
合
体
育
館

○
内
容　

リ
カ
ー
ブ
ボ
ウ
の
射
法
（
自

由
練
習
も
可
）

○
費
用　

３
０
０
円
、
会
員
２
０
０
円

（
当
日
徴
収
）

※
貸
弓
具
を
希
望
の
方
は
事
前
に
電
話

で
町
田
市
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
協
会
（
11
７

３
４
・
０
３
２
１
）
へ
。

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
講
習
会

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

○
対
象　

小
・
中
学
生
、
高
校
生
の
ペ

ア
で
、
ペ
ア
の
う
ち
１
人
が
市
内
在
住

ま
た
は
在
学
者
で
あ
る
こ
と

○
日
時　
　

月　

日
（
日
）
、　

日

１２

１１

１８

（
日
）
午
前
９
時
か
ら
受
付
、
予
備
日

　

日
（
祝
）

２３○
会
場　

成
瀬
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
テ

少
年
・
少
女
テ
ニ
ス
大
会

「まちっこ（相原ルート）」の運行ダイヤが変更になります
　１１月１４日（月）から、「まちっこ（相原ルート）」の通過予定時
刻表が次のとおり変更となりますので、ご注意下さい。引き続き
「まちっこ」をどうぞご利用下さい。
※運行日は月曜日から金曜日まで（年末年始、祝日は除く）です。
※道路混雑のためダイヤどおり運行できないことがありますのでご了承下さい。

□問 都市計画課11７０９・０６１４
「まちっこ（相原ルート）」の通過予定時刻表（２００５年１１月１４日改正）

町田ターミナル発（２番乗り場）
青少年センター入口行き

青少年センター入口発
町田ターミナル行き

１７：３０１４：３０１０：２５町田ターミナル１６：００１１：５０８：３０青少年センター入口
１７：３２１４：３２１０：２７原町田四丁目１６：０１１１：５１８：３１上 大 戸
１７：３３１４：３３１０：２８原町田五丁目１６：０２１１：５２８：３２大 戸 橋
１７：３５１４：３５１０：３０市 役 所 前１６：０３１１：５３８：３３公 会 堂 前
１７：３６１４：３６１０：３１図 書 館 前１６：０４１１：５４８：３４水 の 口
１７：３７１４：３７１０：３２五 間 道 路１６：０５１１：５５８：３５円 林 寺
１７：３９１４：３９１０：３４市民病院正門１６：０７１１：５７８：３７境 橋
１７：５１１４：５１１０：４４忠 生 公 園 前１６：０８１１：５８８：３８根 岸
１７：５４１４：５４１０：４７忠 生 三 丁 目１６：１０１２：００８：４０相 原 十 字 路
１７：５８１４：５８１０：５１市立室内プール※

２ １６：１１１２：０１８：４１開 都
１８：００１５：００１０：５３桜 橋※

１ １６：１３１２：０３８：４３相原小学校前
１８：０６１５：０６１０：５９常 盤１６：１４１２：０４８：４４諏 訪 神 社
１８：１１１５：１１１１：０４小 山 小 学 校１６：１５１２：０５８：４５相 原
１８：１３１５：１３１１：０６片 所１６：１６１２：０６８：４６堺市民センター前
１８：１６１５：１６１１：０９田 端１６：１７１２：０７８：４７堺 中 学 校 前
１８：１９１５：１９１１：１２久 保 ヶ 谷 戸１６：１７１２：０７８：４７堺 農 協 前
１８：２１１５：２１１１：１４相 原 境１６：１８１２：０８８：４８坂 下
１８：２２１５：２２１１：１５坂 下１６：１９１２：０９８：４９相 原 境
１８：２３１５：２３１１：１６堺 農 協 前１６：２０１２：１０８：５０久 保 ヶ 谷 戸
１８：２３１５：２３１１：１６堺 中 学 校 前１６：２３１２：１３８：５３田 端
１８：２４１５：２４１１：１７堺市民センター前１６：２６１２：１６８：５６片 所
１８：２５１５：２５１１：１８相 原１６：２８１２：１８８：５８小 山 小 学 校
１８：２６１５：２６１１：１９諏 訪 神 社１６：３３１２：２３９：０３常 盤
１８：２７１５：２７１１：２０相原小学校前１６：３９１２：２９９：０９桜 橋※

１ 

１８：２９１５：２９１１：２１開 都１６：４１１２：３１９：１１市立室内プール※
２ 

１８：３０１５：３０１１：２２相 原 十 字 路１６：４５１２：３５９：１５忠 生 三 丁 目
１８：３２１５：３２１１：２３根 岸１６：４８１２：３８９：１８忠 生 公 園 前
１８：３３１５：３３１１：２４境 橋１６：５７１２：４７９：３０市民病院正門
１８：３５１５：３５１１：２５円 林 寺１６：５９１２：４９９：３２五 間 道 路
１８：３６１５：３６１１：２６水 の 口１７：００１２：５０９：３３図 書 館 前
１８：３７１５：３７１１：２７公 会 堂 前１７：０１１２：５１９：３４市 役 所 前
１８：３８１５：３８１１：２８大 戸 橋１７：０３１２：５３９：３６原町田五丁目
１８：３９１５：３９１１：２９上 大 戸１７：０４１２：５４９：３７原町田四丁目
１８：４０１５：４０１１：３０青少年センター入口１７：０７１２：５７９：４０町田ターミナル

※１　「桜橋」バス停留所は、１１月１４日から経由することになります。
※２　「市立室内プール」バス停留所は、１１月１４日から上り下りの２か所になります。
また、バス停留所の位置は、従来よりも市立室内プール寄りとなります。

○
費
用　

１
人
１
２
０
０
円
（
連
盟
登

録
者
８
０
０
円
）

○
申
し
込
み　

大
会
要
項
（
総
合
体
育

館
、
サ
ン
町
田
旭
体
育
館
に
あ
り
ま

す
）
を
ご
覧
に
な
り　

月　

日
ま
で
に

１２

１０

体
育
協
会
事
務
局
へ
。

□問
 

体
育
協
会
事
務
局

生
＝
３
０
０
０
ｍ

○
申
し
込
み　

往
復
ハ
ガ
キ
に
「
こ
ど

も
マ
ラ
ソ
ン
大
会
申
し
込
み
」
と
書

き
、
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
・
性

別
・
学
校
名
・
学
年
・
ク
ラ
ス
名
・
電

話
番
号
を
明
記
し
、
返
信
用
に
も
あ
て

先
を
書
い
て
、　

月　

日
ま
で
（
必

１１

２７

着
）
に
ス
ポ
ー
ツ
課
へ
。

※
ス
ポ
ー
ツ
課
の
窓
口
で
も
申
し
込
み

で
き
ま
す
（
午
前
８
時　

分
〜
午
後
５

３０

時
、　

月　

日
ま
で
）
。

１１

２９

※
市
立
小
学
校
で
配
布
さ
れ
る
申
込
書

で
学
校
で
も
申
し
込
み
で
き
ま
す
（　
１１

月　

日
ま
で
）
。

１５
※
詳
細
は
大
会
要
項
（
総
合
体
育
館
、

サ
ン
町
田
旭
体
育
館
、
市
立
室
内
プ
ー

ル
、
陸
上
競
技
場
に
あ
り
ま
す
）
を
ご

覧
下
さ
い
。
ま
た
、
市
立
小
学
校
で
も

配
布
さ
れ
ま
す
。

ニ
ス
コ
ー
ト

○
種
目　

男
子
・
女
子
ダ
ブ
ル
ス
①
小

・
中
学
生
の
部
②
高
校
生
の
部
（
中
学

生
と
高
校
生
の
ペ
ア
は
高
校
生
の
部
）

○
試
合
方
法　

６
ゲ
ー
ム
１
セ
ッ
ト
マ

ッ
チ
の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

○
費
用　

１
ペ
ア
２
５
０
０
円

○
申
し
込
み　

所
定
の
用
紙
（
総
合
体

育
館
、
サ
ン
町
田
旭
体
育
館
に
あ
り
ま

す
）
に
記
入
し
、
費
用
を
添
え
て　

月
１１

　

日
午
後
１
時
〜
３
時
に
総
合
体
育
館

１９第
１
会
議
室
へ
。

□問
 

体
育
協
会
事
務
局

高
齢
者
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

パ
ワ
ー
リ
ハ
ビ
リ

　

寝
た
き
り
の
原
因
と
な
る
骨
折
の
予

防
や
、
運
動
機
能
の
低
下
を
防
止
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
、
日
常
生
活
に
必

要
な
筋
肉
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
で
す
。

○
対
象　

小
野
路
町
・
広
袴
・
広
袴
町

・
鶴
川
・
野
津
田
町
・
真
光
寺
・
真
光

寺
町
・
大
蔵
町
・
薬
師
台
・
金
井
・
金

井
町
・
能
ヶ
谷
町
・
三
輪
町
・
三
輪
緑

山
に
お
住
ま
い
の　

歳
以
上
で
、
筋
力

６０

の
低
下
に
よ
り
歩
行
等
の
日
常
生
活
に

支
障
が
あ
り
、
介
護
保
険
要
介
護
認
定

で
自
立
か
ら
要
介
護
２
ま
で
の
認
定
を

受
け
た
（
同
程
度
の
方
を
含
む
）
、
全

回
参
加
可
能
な
方

○
期
間　

２
０
０
６
年
１
月　

日
〜
３

１１

月　

日
（
毎
週
水
曜
日
と
金
曜
日
、
全

２４

　

回
）

２２○
会
場　

悠
々
園
（
能
ヶ
谷
町
）

※
希
望
さ
れ
る
方
は
ご
自
宅
近
く
か
ら

施
設
ま
で
送
迎
を
行
い
ま
す
。

○
定
員　
　

人
程
度
（
申
し
込
み
順
）

１０

○
費
用　

１
万
２
０
０
０
円
（
１
回
当

た
り
５
５
０
円
程
度
）
、
別
途
傷
害
保

険
料
（
１
５
０
０
円
）
等
の
自
己
負
担

が
あ
り
ま
す

○
申
し
込
み　

参
加
申
込
書
（
高
齢
者

福
祉
課
と
募
集
地
域
を
担
当
す
る
住
宅

介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
）
に

必
要
事
項
を
明
記
し
、　

月　

日
ま
で

１１

３０

（
必
着
）
に
高
齢
者
福
祉
課
（
〒　

－１９４

８
５
２
０
、
中
町
１－

　

－

　

、
11
７

２０

２３

２
４
・
２
１
４
６
）
へ
。



２００５．　．　（　） １１ １１８

市 民�相

模

原

市

の

施

設

見

学

会

　

今
年
度
第
２
回
目
の
相
模
原
市
の
施

設
見
学
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

相
互
利
用
施
設
を
は
じ
め
、
隣
の
ま

ち
「
相
模
原
市
」
の
施
設
を
見
学
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

○
対
象　

市
内
在
住
の
成
人

○
日
時　
　

月　

日
（
火
）
午
前
９
時

１１

２２

〜
午
後
３
時　

分
４０

※
小
雨
実
施
。
中
止
の
場
合
は
電
話
で

連
絡
し
ま
す
。

○
コ
ー
ス　

市
民
ホ
ー
ル
横
観
光
バ
ス

暫
定
発
着
所
（
集
合
）
〜
相
模
川
清
流

の
里
・
ビ
レ
ッ
ジ
若
あ
ゆ
〜
相
模
原
市

古
民
家
園
〜
北
の
丘
セ
ン
タ
ー
（
昼
食

と
見
学
）
〜
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
松

が
丘
園
〜
市
民
ホ
ー
ル
横
観
光
バ
ス
暫

定
発
着
所
（
解
散
）

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

３３

○
費
用　

８
５
０
円
（
昼
食
代
、
プ
ラ

ス
１
０
０
円
で
飲
み
物
が
つ
け
ら
れ
ま

す
）

※
弁
当
持
参
も
可

○
申
し
込
み　
　

月　

日
午
前
８
時　

１１

１５

３０

分
か
ら
電
話
で
市
民
相
談
室
（
11
７
２

４
・
２
１
０
２
）
へ
。

※
申
し
込
み
は
１
回
の
電
話
で
２
人
ま

で
で
す
。

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　あけぼの病院
 （中町１－１１－１１　11０４２・７２８・１１１１）
□移動図書館車「そよかぜ号」
１０時２０分：薬師台青空公園
１０時３０分：マイライフ尾根道
２時　　：宝泉寺駐車場
２時１０分：鶴間風の子公園
３時　　：さくらんぼホール
３時１０分：すずかけ台ハイタウン、小山小前

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）
○人権身の上相談〈人権侵害などの問題について〉（１時３０
分～４時　市民相談室　電話予約制＝11７２４・２１０２）

○心配ごと相談（１０時～３時　電話相談のみ受け付け 
＝11７２９・５０７０　○問 町田市社会福祉協議会11７２２・
４８９８）

１１／

１１
金

☆市民ホールギャラリー（～１３日　ばら色
Tolepainting 展示会○問 大西のり子トールペ
イント教室11７３４・４５９５）

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“藤の台・木曽線”

★救急当番医（内科系　午後１時～翌朝８時）
　町田慶泉病院
 （小川１５４６－２　11０４２・７９５・１６６８）１２

土

○江戸川競艇開催（～１５日　○問 東京都六市競
艇事業組合11０３・３６５６・０６４１）
□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“図師・桜台線”“市役所・森野線”

★救急病院（午前９時～翌朝９時）
　�内科系　あけぼの病院
 （11０４２・７２８・１１１１）
　�外科系　町田慶泉病院
 （11０４２・７９５・１６６８）
　　　　　　多摩丘陵病院
 （11０４２・７９７・１５１１）

★町田市歯科医師会休日歯科応急診療所＝健康福祉会館内
（午前９時～午後５時　受け付けは４時まで、事
前に電話で連絡を＝11０４２・７２５・５４１４）

★当番医（午前９時～午後５時）
　�仁愛医院○内 ○小 　　　　（高ヶ坂８９２　11７２８・１０５５）
　�栗原クリニック○内 
 （原町田６－２１－２８　11７２８・５３３７）

　�たまがわ医院○内 ○小 
 （玉川学園４－１５－１５　11７２０・３８８８）

　�あめみや内科クリニック○内 
 （金井３－１７－１３　11７３７・３８６０）

　�三沢こどもクリニック○小 
 （根岸町６４１　11７９２・８６５５）

１３
日□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」

“玉川学園・本町田線”“バスセンター・
境川公社住宅線”

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　多摩丘陵病院
 （下小山田町１４９１　11０４２・７９７・１５１１）
□移動図書館車「そよかぜ号」
２時　　：ゆうき山公園

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）

１４
月

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　町田慶泉病院
 （小川１５４６－２　11０４２・７９５・１６６８）
□移動図書館車「そよかぜ号」
１０時１０分：東玉川学園１丁目児童公園
１０時２０分：市立博物館前
１時５０分：成瀬台公園
２時　　：柄沢公園
３時１０分：朝日公園、南つくし野やなぎ公園、矢

部八幡

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）
○国税相談〈所得税・相続税など国税全般について〉（１
時３０分～４時　市民相談室　電話予約制＝11７２４・
２１０２）
○認知症高齢者等相談（１時３０分～３時３０分　町田市福祉
サービス協会　電話予約制＝11７２８・９０６７）

○労働相談（９時３０分～４時３０分　東京都労働相談情報セ
ンター八王子事務所出張相談　森野分庁舎３階　電話相
談可＝11７２６・１３９４〈月～金〉）

１５
火

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“薬師台・木倉・緑山線”“藤の台・木曽
線”

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　町田病院 （木曽町１１２１　11０４２・７８９・０５０２）
□移動図書館車「そよかぜ号」
１０時３０分：三輪中央公園、福音会
２時　　：南町田ハイタウン前、広袴公園、武蔵

岡住宅
３時　　：ガーデンセシア
３時１０分：鶴川台丘の里公園
３時３０分：大戸観音堂

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）
○交通事故相談〈交通事故に関する様々な問題について〉
（１時３０分～４時　市民相談室　電話予約制＝11７２４・
２１０２）
○なんでも健康・栄養相談（１０時～１２時１０分　総合体育館
○問 健康課11７２５・５１７８）

○更生保護相談（１０時～４時　ボランティアサロン２階会
議室　○問 福祉総務課11７２４・２１３３）

１６
水

☆国際版画美術館市民展示室（～２０日　熊澤
初恵キルト展：布と糸でつくる夢ーキルト
と共に３０thAnniversaryー○問 熊澤11７２７・
１９１９）

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“バスセンター・境川公社住宅線”

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　南町田病院
 （鶴間１００８－１　11０４２・７９９・６１６１）
□移動図書館車「そよかぜ号」
２時　　：鶴間三角公園、淡島公園、常盤団地
３時１０分：鶴間公園、都営山崎町アパート公園、

馬場児童公園前

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）
○登記相談〈不動産や会社登記など登記全般について〉
（１時３０分～４時　市民相談室　電話予約制＝11７２４・
２１０２）
○母性保健・母乳育児相談（１０時～正午、１時～３時　健
康福祉会館　助産師による相談　妊娠の計画に関する相
談可　乳房マッサージ要予約　電話相談も受け付け 
＝11７２５・５４１９）

○なんでも健康・栄養・歯磨き相談（９時１５分～１０時３０ 
分　１時１５分～３時　健康福祉会館　○問 健康課11７２５・
５１７８）

１７
木

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“玉川学園・本町田線”

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　あけぼの病院
 （中町１－１１－１１　11０４２・７２８・１１１１）
□移動図書館車「そよかぜ号」
１０時２０分：藤の台球場
１０時３０分：小山観音谷戸
２時　　：小山田桜台
２時１０分：忠生市営住宅隣接空地
３時１０分：シーアイハイツ町田、都営八幡平アパ

ート
３時２０分：木曽学童保育クラブ前

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）
○人権身の上相談〈人権侵害などの問題について〉（１時３０
分～４時　市民相談室　電話予約制＝11７２４・２１０２）

○心配ごと相談（１０時～３時　電話相談のみ受け付け 
＝11７２９・５０７０　○問 町田市社会福祉協議会11７２２・
４８９８）１８

金

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“藤の台・木曽線”

★救急当番医（内科系　午後１時～翌朝８時）
　町田病院
 （木曽町１１２１　11０４２・７８９・０５０２）１９

土

○江戸川競艇開催（～２３日　○問 東京都六市競
艇事業組合11０３・３６５６・０６４１）
☆市民ホールギャラリー（～２０日　よみうり
文化センター町田開設２０周年秋季チャリ 
ティーアート展○問 よみうり文化センター町
田11７２２・４０３０）
□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“玉川学園・本町田線”“小山・相原線”

★救急病院（午前９時～翌朝９時）
　�内科系　南町田病院
 （11０４２・７９９・６１６１）
　�外科系　町田病院
 （11０４２・７８９・０５０２）
　　　　　　おか脳神経外科
 （11０４２・７９８・７３３７）

★町田市歯科医師会休日歯科応急診療所＝健康福祉会館内
（午前９時～午後５時　受け付けは４時まで、事
前に電話で連絡を＝11０４２・７２５・５４１４）

★当番医（午前９時～午後５時）
　�豊川小児科内科医院○内 ○小 
 （つくし野２－１８－１８　11７９５・４４６５）

　�飯田内科クリニック○内 
 （森野１－３３－１２　11７２５・３８０１）

　�岡田医院○内  （玉川学園５－１－７　11７２７・６６６７）
　�鈴木内科医院○内 
 （三輪緑山３－２２－１１　11０４４・９８８・７０５７）

　�ちょう内科医院○内  （本町田２９３８－１　11７２９・５３４１）

２０
日□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」

“図師・桜台線”“バスセンター・境川公
社住宅線”

当番医や催しを電話でご案内�

テレホンガイド町田市�テレホンガイド町田市�テレホンガイド町田市�
0120・042786��

フリーダイヤル�
７：００ＡＭ～１１：００ＰＭ�
年中 無 休 �

ＮＴＴのオペレーターがお答えします�

救急当番医などのお問い合わせ�

医師会テレホンサービス1７３９・０６６０�

http://www.machida.tokyo.med.or.jp

医　師　会　ホ　ー　ム　ペ　ー　ジ�

�

毎日実施しています�

1710・0927

診療時間＝午後７時～１０時（受付は午後９時３０分まで）�

※受診する場合は必ず電話でご連絡下さい�
午後６時から電話をお受けしています�

□健康課1725・5471問�

町田市医師会準夜急患こどもクリニック�

二次救急医療（入院を必要とする救急医�
療）に毎日２４時間対応します。※受診す�
る場合は必ず電話でご連絡下さい�

【内科系・外科系】�
　　・多摩丘陵病院　　　　７９７・１５１１�
　　・町田慶泉病院　　　　７９５・１６６８�
【内科系のみ】�
　　・町田病院　　　　　　７８９・０５０２�
【外科系のみ】�
　　・おか脳神経外科　　　７９８・７３３７�
【内科系・外科系・小児科】�
　　・町田市民病院　　　　７２２・２２３０�

※番号をお間違えのないようご注意下さい。�

電話・来所による児童相談�

子ども家庭支援センター�

月～金曜日、８時３０分～５時�

1７１０・１５２５�1７１０・１５２５�

マナーを守って�

ペットを飼いましょう�

法律相談は電話予約制です�

市民相談室1724-2102

金曜日の午前８時３０分から�
�次週分の予約を受け付けます。�

教育相談（月～金）教育センター�

電話相談�
9：00～12：00  1：00～4：30

来所・出張�
相談の予約�

792－6548

792－6546

月・火・木・金曜日：午前９時３０分～午後４時�
水曜日：午後１時～８時（第三水曜日は除く）�

電話による女性悩みごと相談�
（家庭・人間関係・女性への暴力）

 男女平等推進センター（市民フォーラム内）�� �

法律相談有り＝要予約�1７２１－４８４２�

町
田
市
民
に
よ
る


